
－85－ 

平成２３年第４回那須塩原市議会定例会 

 

議 事 日 程 （第３号） 

 

                            平成２３年９月６日（火曜日）午前１０時開議 

 

日程第 １ 市政一般質問 

    ２４番 山本はるひ議員 

      １．本市の防災対策と計画について 

      ２．東京電力福島第一原子力発電所の事故による放射能汚染の不安解消への対応と対策について 

    ８ 番 岡本真芳議員 

      １．スポーツ施設整備と振興について 

      ２．情報公開と情報配信について 

    １ 番 櫻田貴久議員 

      １．震災後のスポーツ施設整備の在り方について 

      ２．震災後の観光の現状について 

      ３．震災後の経済復興策について 
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      １．高齢者福祉事業について 
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      ３．小学校におけるスポーツ少年団活動について 
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開議 午前１０時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（君島一郎君） 散会前に引き続き本日の会

議を開きます。 

  ただいまの出席議員は28名であります。 

  17番、植木弘行君より欠席する旨の届け出があ

ります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（君島一郎君） 本日の議事日程はお手元に

配付のとおりであります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎市政一般質問 

○議長（君島一郎君） 日程第１、市政一般質問を

行います。 

  発言通告者に対し、順次発言を許します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 山 本 はるひ 君 

○議長（君島一郎君） 初めに、24番、山本はるひ

君。 

○２４番（山本はるひ君） 皆さん、おはようござ

います。 

  それでは、通告に従いまして、一般質問を行い

ます。 

  最初に、１番、本市の防災対策と計画について

お伺いいたします。 

  東日本大震災を踏まえて、改めて市の防災対策

を見直し、庁内体制など危機管理のあり方を考え

る必要があります。被害を最小限に抑えるために

は、行政の備えである災害対応力の底上げをして

いかなくてはならないと思っております。 

  そこでお尋ねいたします。 

  ①震災後、災害警戒本部を立ち上げております。

支所や庁内の各部との連携はどのようにしている

のか。市民の問い合わせなどにスムーズに対応で

きているかについてお伺いいたします。 

  ②当市の災害対応力で市民を守ることができる

のか。ハード、ソフト両面での取り組みについて

お伺いいたします。 

  ③災害時には、ますます市民との連携が必要に

なると思いますが、今後どのように市民と協力体

制をとるのかについてお伺いいたします。 

  ④９月補正予算で災害等の対応経費が計上され

ております。防災の備品の管理、災害時の対応に

ついてお伺いいたします。 

  ⑤危機管理の上で今後考えなければならないこ

とがあったかどうか、お伺いいたします。 

  以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（君島一郎君） 24番、山本はるひ君の質問

に対し、答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（栗川 仁君） おはようございます。 

  24番、山本はるひ議員の市政一般質問にお答え

をいたします。 

  １の本市の防災対策と計画について、５点ござ

いますので、順次お答えをいたします。 

  初めに、①の支所や庁内における連携及び問い

合わせなどへの対応についてお答えをいたします。 

  市においては、３月11日以降、東日本大震災に

起因した課題について対応しておりますが、各部

等が対応した状況については、災害警戒本部会議

において報告を受け、情報の共有を図り、さらな

る課題を解決するための対応を行っております。 
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  市民からの問い合わせなどにつきましては、そ

の内容がさまざまであるため、各所管が責任を持

ってその対応をしておるところでありますが、放

射能につきましては、その影響や市の対応につい

て、明確にお答えできるというわけではありませ

ん。このようなことから、本市においては放射能

対策本部を立ち上げ、総合的な放射能対策につい

て調査研究、対応策の検討を始めたところであり

ます。 

  今後とも国県に対しまして情報提供を求めると

ともに、情報の収集を進めながら、市民の問い合

わせに適切に答えていけるよう、努力をしてまい

ります。 

  次に、②の市の災害対応力、③の災害時におけ

る市民との連携については、関連がありますので、

あわせてお答えをいたします。 

  東日本大震災の発生では、本市においては建物

の損壊はありましたが、幸い大きな人的被害は出

さずに済みました。しかし、携帯電話の通話制限

や、長時間の停電発生により、通信機能や交通に

障害が発生し、災害対応活動に苦慮したことを考

えますと、防災対応力の底上げは重要であると考

えております。 

 これらを教訓として、ソフト面としては、行政が

活動できるまでの間は、地域の市民がみずからを

守る仕組みとしての自主防災組織や消防団の活動

が重要で、自主防災組織の結成促進や消防団員の

確保が必要と考えております。 

  次に、ハード面といたしましては、緊急時にお

ける通信手段と最低限の電力の確保が重要であり、

その整備が必要であると考えております。何より

も重要なことは、市民だけでも、行政だけでも乗

り切れない難局に対し、市民と行政が役割分担の

もと、連携と協働を実現することが、災害対応力

の底上げにつながるものと考えております。 

  次に、④の９月補正予算に計上した防災備品の

管理、災害時の対応についてのご質問であります

が、昨日会派代表質問、清流会、植木弘行議員の

ご質問にお答えしたとおりであります。 

  最後に⑤の危機管理の上で今後考えなければな

らないことについてお答えをいたします。 

  東日本大震災は、まさに想定を超えた大災害で、

広範囲な地域に災害が発生した場合に、さらには

行政機能にまで被害が及んだ場合に、いかに対応

が困難であるかをつまびらかにした事象であった

と言えます。本市においても、地震発生直後には、

鉄道の運行停止による帰宅難民者の受け入れ、そ

の後は東電福島原発事故による被害者への対応と、

想定外の事態を体験しております。今回の大震災

の対応を踏まえ、早急に危機管理体制の強化を図

ってまいりますが、あらゆる事態を想定して、設

備の整備や体制を構築することは、財政的な面か

ら難しいものと考えております。 

  行政は組織として危機管理に当たることが重要

であり、そのために日ごろより個々の職員がそれ

ぞれの役割を十分理解し、緊急時に速やかに行動

できるような訓練をしておく必要があると考えて

おります。 

  また、多くの場面で市民と連携して対応するこ

とも必要となりますので、市民との情報の共有と

伝達を行えるよう、環境の整備が必要と考えてお

ります。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

○議長（君島一郎君） 24番、山本はるひ君。 

○２４番（山本はるひ君） それでは、再質問いた

します。 

  昨日の会派代表質問で同じような質問が出てお

りまして、そこでの答弁も踏まえて再質問をいた

したいと思います。 

  まず最初のところでございますが、市は地域防
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災計画にのっとって本部を立ち上げたものを、こ

の質問を出した後に、放射能対策本部を立ち上げ

て、対策に当たるということがございましたので、

放射能対策本部について、まずお伺いいたします。 

  きのうの答弁では、その本部の下に幹事会とプ

ロジェクトチームをつくり上げ、そして報道され

ている国の基準よりも厳しい市独自の基準をつく

って、そして除染対策を進めているということに

ついて、昨日はまだ踏み込んだそういう論議はさ

れていないというふうにお答えになっております。

今後そのプロジェクトチームを立ち上げた中で施

策を打ち出して、そして本部にそれを上げて、そ

して早く決めていきたいというようなことでした。 

  放射能の災害被害につきましては、もう既に半

年を過ぎようとしております。そういう中で、市

民は一刻も早くその対策をしていただいて、不安

をなくして日々の生活をしたいというふうに考え

ていると思いますが、悠長にこれからだなどとい

うような時期ではないというふうに思います。ス

ピーディーに物事を進めていっていただいて、そ

して安心・安全のまちづくりのために努力する、

やっていくというのが、今の執行部に対しての一

番の課題だと思っています。もうこれから対策を

とか勉強をではなくて、すぐに進めるというよう

なことについて、もう一度お答えいただきたいと

いうふうに思います。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（室井忠雄君） お答えいたします。 

  放射能対策については、まず学校、それから保

育園、幼稚園等について先行してやっているのは

ご存じだと思います。その中でも、一定の福島県

の例等出ておりました、いわゆる１μSv/h以上の

ものについて、とりあえず除染対策を施したとこ

ろであります。また現在は、その後の経過といい

ますか、除染の結果の検証をしているところでご

ざいます。 

  なお、今後、公共施設についても、既に一定の

場所についての測定等は行っております。また、

１km四方におけるメッシュ切りの市全体の放射能

の実態等の把握に入っております。これらの結果

に基づいて、今後除染対策を公共施設等でも進め

ていくという形になってございます。 

  なお、数カ月たってまだおくれているという状

況についてでありますが、放射能測定器等の備品

の購入等に品薄の状況もありまして、手間取って

いる状況でもあります。 

  以上、そんなような状況にございます。 

○議長（君島一郎君） 24番、山本はるひ君。 

○２４番（山本はるひ君） この放射能の汚染の対

策につきましては、既に６月の議会でも出ており

ますし、対応がおくれたのは、やはり対応をさっ

さとしなかった市の責任というのも私は大きいと

思います。 

  測定をするというようなことについては、今、

学校とか保育園を優先しているということでござ

いましたが、除染をした、つまり表土を除去した

ところにつきましては、３分の１以下に下がって

いるというようなことで、確実にそういう対策を

したところについては、不安が少なくなって、安

心が担保されてきている、そういう状況でござい

ます。その辺については、同じ市内に住んでいる

人たちは、やはりとても気にして、不安で、そし

て市に対して、あるいは教育委員会に対して、た

くさんの問い合わせをしてきているんだと思いま

す。今もそれはあると思います。そういうものへ

の対応がやはり遅かった、あるいは一番の上のほ

うからの指示がきちっとしていなかったというこ

とで、多分スムーズに行われていなかったんだと

思います。 
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  この件については、２番目の質問のところでも

いたしますので、ここで終わりにいたしますが、

どうか物事を進めていくに当たって、せっかくつ

くった放射能対策本部でございますので、今から

下へ下へとグループをつくって勉強してなどとい

う時期ではないので、本当に早くスピーディーに

物事を進めていっていただきたいというふうに思

います。 

  次、２番目と３番目の質問について、一緒にお

答えいただきましたので、そこのところの質問に

入ります。 

  まず、きのう同じような質問が清流会の代表で

出たんですが、その中で総合防災訓練について、

自主防災組織と連携した情報収集、伝達の方法を

訓練したいというふうにお答えになっておりまし

たが、その内容と実際の日程についてお聞きした

いと思います。 

  さらに、214自治体のうちで、自主防災組織を

持っているところは53だというふうにお答えにな

っておりましたが、市民と行政が信頼に基づく役

割分担のもとで連携して、いろいろ物事を考えて

いくことが、やっぱり災害に対して強いまちがで

きていくものだと思うんですが、そういうことか

らすると、この災害に関する組織を立ち上げてい

くということ、部署といいますか、必要で、それ

は来年度へかけて考えているというふうにお答え

になっていたと思います。その辺について、もう

少し詳しく聞かせていただきたいです。 

  それから、昼間学校にいる子どもたちが大変多

い。そういうときに災害が起きる可能性がある。

そのときに、この防災訓練などについて、今、学

校で避難訓練も行われておりますが、より子ども

たちの安全を確保するための訓練の仕方は考え直

さなければいけないと思います。その辺について

の考え方をお伺いいたします。 

  以上です。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（三森忠一君） 数点お尋ねになったか

と思いますが、まず、防災関係の危機管理の部署

といいますか、そういった部署について、昨日、

来年の24年度から組織を立ち上げるというお話を

しました。きのうお話し申し上げましたように、

現在の対応としましては、行政係がほかの業務と

一緒に防災担当をやっているという状況がござい

ます。 

  こういった中で、今回の震災も契機としまして、

危機管理に関する部署が必要であろうという判断

のもとで、それは係になるか室になるかわかりま

せんけれども、そういった部署を設けると。そう

いった中では、先ほどお話に出ましたような放射

線対策も含めて、防災、総合的に危機管理部署と

いうものを設けて対応していくということにした

ところでございます。 

  人数等につきましては、これからの話になりま

すけれども、基本的には部署を設けるということ

で、現在は考えているところでございます。 

  あと、訓練の関係でございますが、やはり最小

限に被害を抑えるという形になれば、当然市の初

期の対応も必要ですけれども、やはり消防、警察

といったそういった機関、あるいは自主防災組織、

自治会といったそういったところと情報の共有を

しながら、早期に対応していくということが必要

であると考えております。 

そういったこともありまして、ことし、今年度

予算の中でも、11月に市独自の防災訓練を実施す

るという形になっております。ただ、こういった

防災訓練というのは、やはり情報伝達の訓練とか、

そういった自主防災組織の方にも参加をいただき

たいと思っておりますけれども、そういった総論
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的な訓練になると思います。実践の訓練というの

は、やはりその自主防災組織なりがどういった災

害時に行動するか。そういったものをやはり実際

の中で訓練をしないと、なかなか難しいいと思い

ますので、そういった自主防災組織の独自の訓練

なども、これから検討しながら、災害に強いまち

づくりを進めていきたいというふうに考えており

ます。 

  以上でございます。 

○議長（君島一郎君） 教育長。 

○教育長（井上敏和君） 学校関係の防災のことで

ご質問がありましたので、お答えいたします。 

  ６月のみんなのクラブ那須塩原、中村芳隆議員

と磯飛議員の会派代表質問のところでも一部お答

えいたしましたが、避難方法に対する、今回の震

災を受けまして、臨時校長会並びに学校研究会を

臨時に開催いたしまして、各学校ごとに、それぞ

れの置かれている環境を全職員で理解し、そして

保護者等からのその環境の考え方も理解した上で、

各学校独自の避難経路及び防災に対する心構えを

再度構築するようにということで、連絡を徹底し

たところでございます。 

  学校におきましては、地震とか風水害に対する、

災害に対する防災と、それから火災に対する避難

訓練等、それから不審者とか侵入者に対する防護

ということで、さまざまな防災訓練を実施してお

りますが、小学校、中学校、各学校の発達段階を

踏まえながら、各学校で、より細かな防災訓練を

実施するということに段取りをとっているところ

でございます。 

  なお、那須水害とか、それからうちのほうでは、

もう既にそういう水害等を経験している各学校も

ありますので、再度その折の記憶を新たにしなが

ら、特徴ある、そしてより安心・安全の避難経路

ができるような取り組みを徹底しつつあるところ

でございます。 

  以上です。 

○議長（君島一郎君） 24番、山本はるひ君。 

○２４番（山本はるひ君） 今、総合の防災の訓練

を11月に行うが、総体的なものになるだろうとい

うようなお話がございましたが、防災訓練につき

ましては、今回の地震水害における避難のあり方

で、いろいろな問題点が出ております。確かに細

かな実践の部分は市が対応するというよりも、各

自治会など、細かい町内でやるべきものだとは思

います。 

  そういった中で、一つ市の職員が、災害が起き

たときに、例えば今回は昼間でしたので、ほとん

どの方が庁内におりましたが、土曜日、日曜日あ

るいは夜間、そういうときに市内で水害、地震

―津波はないですが、そういうものが起きたと

きに、市の職員が被災してしまってはどうしよう

もないことですし、この広い那須塩原市、合併し

て広くなったところで、一体どのくらいの時間を

かけて災害に対応できるかということは、やはり

実践をしておくことというのがとても大切だとい

うふうに言われております。その辺について、つ

まり市の職員が災害時にどういう対応ができるか

ということについて、やはり訓練をするというん

でしょうか、シミュレーションをしておくことが

必要だと思いますので、その辺についてお答えい

ただきたいと思います。 

  それから、学校の避難訓練についてでございま

すが、今、学校それぞれの特徴もありますし、地

域柄もありまして、それぞれのところで独自のや

り方があるということでしたが、学校も今回、被

災の中で、親御さんにうまく渡せなかったという

ようなところ、あるいは連絡がつかなかったとい

うようなこともございます。 

  今、小学校でも中学校でも、保護者の方々が、
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何かあったときに、学校から家に連れ戻すといい

ますか、そういうことのときに、やはりきちっと

したマニュアルをつくっておかなければ、子ども

たちの安全は守れないと思います。その辺につい

ては、教育委員会として、学校に対してどのよう

な指示をしているのか。あるいはどのようにした

らいいのかというようなことを伝えているのかに

ついてお伺いいたします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

 総務部長。 

○総務部長（三森忠一君） 訓練の話が出ました。

地域防災計画上、訓練にはいろいろありまして、

防災関係機関や住民が参加する、先ほど言いまし

た総合防災訓練等の実動訓練といいますか、そう

いったもの、あるいは災害を想定してやる机上訓

練、さらに議員おっしゃいました職員が迅速な行

動を図るための招集訓練ですか、そういったもの

があるかと思います。 

  そういった中で、塩原支所につきましては、や

はり職員が少ないという状況がございます。そう

いった中で、今回の災害については、日中という

ことで、職員が対応を図ることができましたけれ

ども、それ以外の部分で対応が必要となるという

ことで、塩原支所に関しては、参集訓練を21年度

と22年度実施しております。 

  そういった中で、対象としましては、塩原支所

勤務の職員と、本庁、西那須野支所勤務で塩原地

区在住の職員ということで、こういった参集訓練

を実施しております。 

  対象人数は30人程度ですけれども、大体塩原庁

舎への参集時間が50分、早い方で30分、遅い方で

60分ということで、おおむね大体50分程度で集ま

っていただいたと。箒根出張所については、おお

むね35分ということで、こういった訓練もしてお

ります。 

  こういったことで、本庁、西那須野支所につい

ては、職員が徒歩で庁舎に駆けつけるということ

が可能な職員が大勢おりますので、参集訓練はし

ておりませんけれども、塩原支所においてはこう

いった訓練も実施しているということでございま

す。 

  以上です。 

○議長（君島一郎君） 教育長。 

○教育長（井上敏和君） ただいまのご質問にお答

えします。 

  まず、避難の児童生徒を親御さんに渡すという

ことの引き渡しのマニュアルでございますが、こ

れは各学校ではつくっておりますが、先ほど申し

ましたように、今回の震災を受け、課題が残った

学校に関しては、しっかりとそれを見きわめなが

ら、見直しを早急に進めるようにということで、

各学校の特徴ごとに私のほうから指示をしました。 

  それから、児童生徒の安否確認システムという

新たな制度を導入いたしまして、今回９月１日夜

７時に地震が起きた、災害が起きたという想定の

もとに、全小中学校でこの児童生徒の安否確認シ

ステムということで、実証実験をしたところでご

ざいますが、幾つかの課題が持ち上がりまして、

ＮＰＯ法人田んぼの目と同時に、教育委員会と共

同で、今、課題の検証と、それから完璧な実施に

向けて実証しているところでございます。 

  避難場所が今回３月11日、西那須野中学校及び

三島中学校、それから東那須野中学校の体育館を

避難場所にいたしましたが、市の防災計画に基づ

いて体育館が避難場所になりました。ただし、や

はり市の職員は手薄でございますので、教育委員

会のほうからは、その当該学校の職員、校長を通

じまして協力を要請し、徹夜の担当に当たってい

ただきました。 

  また、近隣の小中学校の校長を通しまして、必
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要な発電設備、それから燃料、そして敷く体育館

のマット等は、これもやはり近隣の小中の校長の

協力を得て、この避難所の運営に当たったという

ところでございますが、この勤務対応に関しまし

ては、市役所職員と学校職員は勤務体系が違いま

すので、県と相談をしながら、その手当てについ

ては、今後また検討をしていくということで考え

て、そんなふうな対応でございました。 

○議長（君島一郎君） 24番、山本はるひ君。 

○２４番（山本はるひ君） 市のほうの防災に関し

て、職員に関しては、よくわかりました。今後も、

やはりどんなことがいつ起きるかわかりませんの

で、その辺のことについては、しっかりと職員の

皆様が把握できるような体制をつくっていただき

たいというふうに思います。 

  来年度、防災に関しての部署を立ち上げるとい

うことなんですが、これは希望として申し上げて

おきます。現在、地域防災計画をつくるに当たっ

ての防災会議の委員は、多分部長さんたちが充て

職になっておりますので、女性が１人だと思いま

す。やはり防災は男性ばかりの力でできるもので

はございませんし、今やはり女性の視点というも

のは、大変必要でございますので、こういう部署

をつくりますときには、ぜひ女性も入れていって

いただきたいというふうに思っております。 

  もう一つ、学校につきましては、大変細やかな

ことをしていただいているんだということがよく

わかりました。安否確認システムにつきましても、

問題は今後やはり解決していただいて、やってい

っていただきたいと思います。 

  市のいろいろな対応に対して、学校関係につき

ましては、お聞きしておりますと、非常にタイム

リーな形でされているんだなというふうに、これ

は感想として感じました。 

  次に移ります。 

  ４番目の補正予算で、災害のときの対応の経費

が計上されておりまして、これにつきましては、

昨日の清流会の植木議員のところで細かにお答え

をいただいていたと思います。その中で１点、２

点、少し再質問をしたいと思います。 

  公民館の備蓄と、それから支所や本庁に保管す

るものと、二手に分けてということだったんです

が、昨日の答弁で、750人分を３日間避難生活が

できるような形で備蓄をしていくというふうにお

答えがあったと思うんですが、今、いろいろなと

ころで話されていることは、３日では足りないの

ではないか、１週間分の備蓄をしないと間に合わ

ないのではないかという議論と、もう一つは、き

のうも、今後その数とか、あるいは備蓄しておく

ものの品目をこれから検討するというふうにお答

えがあったんですが、その検討の中で、ぜひ介護

食、あるいは乳幼児の粉ミルクとか、そういう弱

者に対する対応ができるようなものをぜひ加えて

いただかなければいけないんではないかと思いま

す。その点に関して、どういうふうに考えている

か。 

  それから、公民館への配備は備蓄しておくだけ

で、人については公民館では行わないんだという

ふうにお答えになりましたが、そういう考えで、

実際に災害が起きたときに、うまく機能するのか

について、少し疑問がございます。その点もう一

度、それでいいのかということについて、お考え

をお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（三森忠一君） 備蓄品といいますか、

そういったことについてのお尋ねでございます。 

  まず、食料関係につきましては、市にこういっ

た備蓄をするところ、本庁、支所管轄の中では３

カ所ございます。そういった中で、食料品あるい
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は毛布等については備蓄をしておくということで、

今回不足が出た分についての補充も含めまして検

討したということでございます。 

  お話の中では、１週間分という話もございまし

たけれども、今回の対応の中で検討した結果とし

て、150人１日３食３日分という５施設ですね、

そういった形で当初考えたところでございます。

これはどのくらいあれば十分かというのは、ちょ

っとはかり知れませんので、当面このような対応

をさせていただいたということでございます。 

  あと、今回の教訓としまして、停電が起きまし

たので、それに対する応急的な対応としまして、

発電機と投光機といったものを備えるということ

でございます。 

  こういった備品につきましては、やはり３カ所

に置いておいて、その場所に運ぶというのは、大

変なかなか対応も、職員が災害時少ない中で、対

応が難しいということで、公民館に置いておいて、

それを活用していただくということで考えており

ます。 

  避難所としての開設につきましては、きのう申

し上げましたように、保健福祉部が中心となりま

して避難所を開設する。その中で教育委員会も協

力するということで、開設に当たりましては、施

設管理者との協議の中で開設して、避難所を運営

していくという形になりますけれども、避難所の

運営の仕方で公民館職員がどうこうという話にな

るかと思うんですが、やはり市職員も限られた人

数。大きな災害が起きますと、そちらのほうにや

はり割かなくてはならない。そういった中で、避

難所のお世話をするといいますか、担当する職員

についても、ある程度もう大きい被害になれば、

人数も非常に少なくなってくる。そういう状況を

考えますと、自主防災組織なりに地元の自治会な

り自主防災組織の方に運営していただくような方

法もとらなくてはならないんじゃないかというふ

うに思っております。 

  当然職員の中には、公民館職員も入っておりま

すので、災害対応ということを考えれば、公民館

職員が避難所のお手伝いをするにしても、直接的

な立場じゃなくて、保健福祉部が運営する中での

部分での運営ということで、災害対応ということ

を考えれば、やはり公民館職員を災害の部分に割

くというのは、ちょっと難しいんじゃないかと。

そういった考えのもとで、とりあえず備品につい

ては公民館に配備するという形で考えてございま

す。 

  以上です。 

  失礼しました。答弁漏れがございました。 

  介護食あるいは弱者への対応という部分でござ

いますが、その部分につきましては、今後の例え

ば地域の自主防災組織の訓練等を通じまして、ど

ういったものがもう少し備品として必要か、そう

いったものも検討しながら整備を進めていきたい

という形で考えております。ほかの自治体におい

ては、アレルギー食といったものも、備蓄として

備えているところもございます。そういったこと

も視野に入れながら、今後備蓄品については検討

していきたいというふうに考えております。 

  以上です。 

  たびたびすみません。女性職員というのは、希

望という形でお話しになったものですから、答弁

しなかったんですけれども、それも今後の、来年

の対応の中で検討させていただきたいと思います。 

○議長（君島一郎君） 24番、山本はるひ君。 

○２４番（山本はるひ君） ありがとうございまし

た。 

  今、またその自主防災組織という形での話が出

たので、少し戻るんですが、やはり214のうち53

しかできていないという現実で、これはもちろん
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少し前に比べるとふえてはいるんですが、ぜひ今

回の震災の対応の中で、市がやれることは限られ

ている。それは限られているという言い方は変な

んですが、人手は限られておりますし、やらなけ

ればならないことは、もう山ほどあって、いろい

ろなことを決めていくのは、市がやらなければな

らないですけれども、実際に動いて災害に対応し

ていくのは、もう市民を巻き込んでしかできない

ということは、もう実態として見えてきていると

思うんですね。そういう中で私は、この53しかな

いということは、市の責任であるとは言いません

けれども、市民がそういうことのやはり自覚が足

りないというか、少ないのだというふうに思いま

す。ただでさえ自治会に入る市民が減っている中

で、自主防災組織をつくるということをやってい

くのは大変だとは思うんですけれども、ここをふ

やしていくことでしか、やはり災害の対応力を底

上げすることはできないというふうに思います。

ぜひこの点を今後考えるじゃなくて、具体的にど

うすれば、自主防災組織ができて、自助というん

ですか、自分たちで自分たちを守るという、命を

守るということに対して考えていくかについては、

いろいろなところで市の方々は市民とかかわって

いらっしゃると思いますので、やはりこれを今回

のことを教訓にして、強く進めていってほしいと

いうふうに思います。 

  次に、５番目のところに移ります。 

  まず、組織としての危機管理ということで、那

須塩原市がほかの県内外の市や町と災害時の支援

協定を結んでいると思いますが、幾つ結んでいて、

今回それについてどのような対応があったのかに

ついてお聞きいたします。 

  もう一つ、行政情報の中には、戸籍とか、ある

いは税金の情報とか、たくさんの情報が、個人情

報も含めてあると思うんですが、そのバックアッ

プについては、外部には持っていないというふう

に、何かでちょっと書いてありました。それにつ

いてどのように思っているのか。国内のいろいろ

な市や町は、やはり震災あるいはいろいろな災害

のときに、そういうバックアップ体制をきちっと

つくるために外部に保管をしたり、あるいは遠隔

地で保管をしたりしておりますが、それについて、

していないと思うんですが、今後どういうふうに

考えているかについてお伺いいたします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（三森忠一君） 相互応援協力体制とい

うことでお尋ねでございます。 

  現在本市におきましては、市町の区分の中では

北那須ブロックということで、那須塩原、大田原、

那須町という。さらに応援ブロックとしまして、

日光ブロック、南那須ブロック、塩谷ブロックと

いうことで、それで日光ブロックにおいては日光

市、南那須ブロックにおきましては那須烏山市、

那珂川町、塩谷ブロックにおきましては矢板市、

塩谷町、さくら市、高根沢といったところと相互

応援協力をするということでの取り決めがござい

ます。 

  さらに、姉妹都市であります茨城県のひたちな

か市、埼玉県の新座市、さらに東京都の足立区と

相互応援の関係を結んでいるという状況でござい

ます。 

  以上です。 

○議長（君島一郎君） 企画部長。 

○企画部長（室井忠雄君） 行政情報のバックアッ

プの件でございますが、遠隔地を含めて現在検討

中でございますので、早急に対応していきたいと

いうふうに思います。 

○議長（君島一郎君） 24番、山本はるひ君。 

○２４番（山本はるひ君） 支援のことについては
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よくわかりました。今後もそういういろいろなこ

とがあったときには、お互いに助け合わなければ

いけないと思いますので、その辺の連携も密にと

っていっていただきたいというふうに思います。 

  それから、行政情報のバックアップについては、

今後ということなので、今はまだやっていないと

いうことだと思うんですが、これはやはりとても

大切なことで、これをやっておかないと、やはり

いざというときには行政のほうが困るということ

になりますので、本当に早い時期に適切な方法で

保管を考えていただきたいというふうに思います。 

  これにつきまして、学校に関してなんですが、

学校もやはり情報をたくさん持っていると思いま

す。市ほどではないにしても、やはり子どもたち

の危機管理をすることにおいては、多くの情報を

持っていると思うんですが、それの管理はどのよ

うにしていらっしゃるかどうかについてお伺いい

たします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  教育長。 

○教育長（井上敏和君） 生徒個人の情報ですか、

家庭の。 

  先ほどの安否確認システムと絡めまして、各家

庭の状況をどのようにとらえられるかというふう

なことなんですが、各学校では、一人一人の家庭

状況はファイルで保管しておりまして、各学校が

担任を中心としながらその個人情報を持っており

ます。その個人情報に基づきまして、全体の安否

確認をした上で、さらに口頭で電話等、または家

庭訪問等でその災害の状況を調べるというふうな

形をとっているところでございます。 

○議長（君島一郎君） 24番、山本はるひ君。 

○２４番（山本はるひ君） 学校というところは、

意外と個人情報、子どもたちの情報を持っていな

がら、そういうことの危機管理については、例え

ばパソコンでのデータを車の中で持っていて、う

ちに持って帰ってなくしてしまったとか、取られ

てしまったというようなことも、この市ではない

ですけれども、時々ニュースになったりいたしま

す。それから、パソコンも、今はもうすべて、も

しかすると市から支給されているかもしれません

が、個人の機械を使ったりということも多々あっ

て、その辺は学校に関しては、先生方も多様で、

市の臨時の先生もおりますし、県の方もいらっし

ゃいますし、それから本当の教員もいらっしゃる

しということで、たくさんの方がそれぞれで管理

をしている部分があります。余り問題にはならな

いことが多いんですけれども、この辺についても、

災害で学校が被災したりしたときには、やはり大

変問題になるところでございますので、今後の課

題として、ぜひバックアップの体制とか、危機管

理については考えていっていただきたいというふ

うに思います。 

  それで、次、今、９月からですか、みるメール

が新しくなって配信されるようになりました。こ

れについてはこの後質問が出ますので、詳しいこ

とはお尋ねしませんけれども、市民との情報共有

とか発信するために、やはりこういうものは大変

必要なんですが、今、市でみるメールを使っての

情報を得ている方はどのくらいいらっしゃるのか

だけお聞かせいただきたい。 

  それから、今回変わったので、それについてど

ういうふうに把握しているかだけお聞かせくださ

い。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（室井忠雄君） 数については、７月末

現在で2,200ちょっとでございます。 

  以上でございます。 

○議長（君島一郎君） 24番、山本はるひ君。 
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○２４番（山本はるひ君） ありがとうございます。 

  2,200が多いというのか、少ないというのか、

ちょっと何とも言えないのですが、ぜひ情報発信

の方法、いろいろありますが、みるメール、今回、

細かくなったというのか。来方が変わったという

のか、ぜひ皆さんに宣伝していただいて、登録を

していただくような形にしていただきたいという

ふうに思います。 

  災害は忘れたころにやってくるというふうに言

われていますが、このたびの災害で、防災とか危

機管理に関しては、やはり見直すためにはよい機

会になったのかなというふうに考えます。今後の

災害、那須塩原は災害に割と強いまちだったんだ

なというふうに感じてはおりますが、ぜひその災

害対応力を上げていただいて、市民と行政とが協

働していただいて、そして情報も得たり発信した

りということをやっていただいて、災害に強いま

ちづくりをつくっていただきたいということを願

って、この項を終わりにいたします。 

  次に、２番目の質問に移ります。 

  東京電力福島第一原子力発電所の事故による放

射能汚染の不安解消への対応と対策について。 

  ３月11日に発生した事故による空間放射線量や

内部被曝について、市民の不安はいまだになくな

っておりません。不安解消のため、市はその対応、

対策をきめ細かく行う必要があります。 

  ①８月18日の議員全員協議会で、放射線マップ

の作成と、空間放射線量測定器の市民への貸し出

しを行うというふうに説明がありました。現在の

測定結果状況、貸し出しの予約状況とその測定結

果や不安に対しての市の対応や指導についてお伺

いいたします。 

  ②学校給食について、食材への不安への対応、

献立への影響、地産地消についての考え方、万が

一給食を提供できなくなった場合などの考え方や

対応についてお伺いいたします。 

  ③産業への影響について、市の対応をお伺いい

たします。 

  ④市税納付への影響についてお伺いいたします。 

  以上です。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（松本睦男君） それでは、私から

は、①の放射線量マップの測定結果状況、測定器

の貸し出しの予約状況、測定結果や不安に対して

の市の対応や指導についてお答えをいたします。 

  放射線量マップは、市内の山岳地帯を除く区域

を１k㎡ごとに区切り、約320カ所の測定を行うも

ので、９月２日現在、220カ所の測定を終了して

おります。今後残った箇所の測定を実施し、デー

タを取りまとめまして、９月下旬には公表したい

と考えております。 

  次に、測定器の貸し出し予約状況でありますが、

９月１日から予約受け付けを開始しましたところ、

９月２日現在、ちょうど700件であります。測定

結果や不安に対しての市の対応等についてであり

ますが、昨日の清流会会派代表質問で、植木弘行

議員にお答えしたとおり、国が示す除染対策や指

針に基づき、市で設置いたしました放射能対策本

部で対応をしていきたいと考えております。 

  また、９月５日号の広報なすしおばらには、市

で実施した低減実験の結果を載せておりますので、

市民の方に参考にしていただければと考えており

ます。 

  以上です。 

○議長（君島一郎君） 教育部長。 

○教育部長（平山照夫君） 私のほうからは、②番

の学校給食の食材の不安と献立への影響、地産地

消についてお答えをいたします。 

  食材につきましては、県が実施している農産物
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モニタリング検査結果で食品衛生法に適合したも

のを確認し、提供をいたしております。 

  献立への影響については、状況により献立を変

更することも考えられますが、安全が確認できな

い食材は使用しない方針でおります。 

  地産地消の考え方ですが、年度初めに那須野農

業協同組合と学校給食への地元産野菜供給に関す

る協定書に基づいたものを使用しているところで

すが、これらも食材同様、県の調査で安全が確認

されたものを提供いたしております。 

  万が一放射能の影響で給食が提供できなくなっ

た場合とのご質問ですが、あくまでも安全が確認

できたものだけで継続して提供していく考えでご

ざいます。 

  以上でございます。 

○議長（君島一郎君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（生井龍夫君） 私のほうからは、

③の産業への影響と市の対応についてお答えをい

たします。 

  東電福島原発事故に伴う放射性物質の拡散と、

それに起因する風評被害は、市内の全産業に大き

な影響を及ぼしていると認識しております。 

  まず、農畜産業への影響として、農産物につい

ては、出荷制限による直接的な損害と風評による

損害があり、今後の作付についても、放射性物質

の影響に配慮する必要があります。 

  畜産業では、牧草の給与や放牧の制限、さらに

は牛肉からの放射性物質の検出による牛の出荷、

移動制限が行われるなど、多大な影響をこうむっ

ております。それに伴い、和牛価格も下落してお

ります。そこで、現在、農畜産物に対する東京電

力への損害賠償手続が進められております。今後

は市内農畜産物への風評を払拭するとともに、県

や農業関係団体と連携し、農業者の経営の安定に

向け支援してまいります。 

  加えまして、農畜産物への放射性物質の影響を

少なくするための技術的支援についても行ってま

いります。 

  また、観光業におきましては、東京電力福島原

発事故後、風評被害により、市内の旅館等は、宿

泊の予約キャンセルが相次いだところに、本市の

放射線ホットスポットなどの報道がなされたこと

から、旅館組合によれば、夏休み期間中における

子ども連れの旅行者、宿泊者は、例年と比べ約５

割とのことで、依然、旅館、ホテルを初め、観光

関連業者にとっては、大変厳しい状況にあります。 

  商工業への影響につきましては、市内商工会に

確認をしたところ、放射能汚染の影響があったと

の状況は把握していないとのことでございました。 

  このようなことから、市といたしましては、風

評被害を払拭するため、観光施設等の対策を講じ

るとともに、観光関係団体と一体となって、本市

の観光地や農産物等の安全・安心を訴えてまいり

たいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（君島一郎君） 総務部長。 

○総務部長（三森忠一君） 私からは④についてお

答えいたします。 

  市税納付への影響についてのお尋ねですが、現

年度の納期到来分の収納率を前年度と比較します

と、1.22ポイント上回っております。 

  また、滞納繰越分や納期未到来分を含めた合計

の収納率も1.07ポイント上回っております。 

  このように、現段階では、東電福島原発事故に

よる市税納付率への直接的な影響はほとんどあら

われておりませんが、今後、法人の中間申告や決

算申告が行われる中で、法人市民税等の税収への

影響が懸念されているところでございます。 

  以上です。 

○議長（君島一郎君） 24番、山本はるひ君。 
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○２４番（山本はるひ君） それでは、再質問をし

てまいりますが、３番と４番を先にしたいと思い

ます。 

  まず、③の産業への影響についてでございます

が、農業とか畜産業につきましては、昨日の柔仁

会の人見議員への質問で、これは理解をいたしま

したので、再質問はいたしません。 

  次に、観光業についてでございますが、宿泊者

が半分に減ってしまったということです。これも

大変厳しい状況だとは思いますが、これにつきま

しては、本日この後、質問が通告されております

ので、そちらの議員に任せたいというふうに思い

ます。 

  次に、商工業への影響につきまして、先ほど商

工会に問い合わせたところ、影響がないというふ

うにお答えをいただいたと思うんですけれども、

影響がないということはないと思うんですね。例

えば観光業が半分に減ってしまえば、いろいろな

食材についても、とりあえずすべてのことに、そ

れは影響していくと思いますので、この点につい

ては、もう一度お尋ねいいたします。例えば花火

大会が中止されただけでも大変影響があったんで

はないかなというふうに思いますので、その点も

う一度ご答弁願いたいと思います。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（生井龍夫君） 再質問いただきま

して、私のほうで先ほど、放射能汚染の影響とい

うことで申し上げましたのは、直接的に工業関係

について、商業もそうですが、直接的な被害とい

うことで、商工会のほうではお答えをいただいた

のかなと。そのお聞きをする中で、前から、今の

議員がおっしゃられたように、風評といいますか、

そういう関連では影響は当然あると。それを前提

の上で、放射能汚染について直接的に商品が入ら

なくなってしまったとか、工業製品についても、

一部では輸出関連の業界なんかは、納品する先か

ら、安全の証明ができないものについては返され

るとか、そういうふうな直接的なものについては

聞いていないというふうなことでのお答えでござ

いました。 

  失礼しました。 

○議長（君島一郎君） 質問の途中ですが、ここで

10分間休憩をいたします。 

 

休憩 午前１０時５８分 

 

再開 午前１１時０８分 

 

○議長（君島一郎君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

  24番、山本はるひ君。 

○２４番（山本はるひ君） それでは、４番目の市

税の納税についてでございますが、こういう状況

でも収納率が下がっていない、上がっているとい

うことで、これに対しましては、市のほうの頑張

っていらっしゃるんだなということで、大変これ

からも続けていただきたいというふうに思ってお

ります。これにつきましては、国保税などの滞納

がふえるのではないかというふうに大変心配して

おりますが、すぐに今回の影響があらわれるとい

うだけではなく、もともと経済の状況が悪いとい

うこともございますので、今後も収税ということ

に関しては、努力をお願いしたいということで、

これは再質問いたしません。 

  次に、１番目に戻りまして、放射線マップと測

定器の貸し出しについて再質問をいたします。 

  まず、前提として、この那須塩原市は、原子力

発電所から100kmという、そういう位置にありま

して、今さら言うまでもなく、市がもう丸ごと放
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射線に汚染されているというふうに理解ができる

というふうに思います。見えない、におわないと

いうことで、ほかの災害とは全く違う形でありま

して、そして半年たって、放射線に関しては今に

なっても事故前の測定値には戻らない、戻ってい

ない、どこをはかってもというのが現実でござい

ます。そういうことをまず認識をするということ

から始めなければいけないんだろうなというふう

に思っています。 

  そういうふうに考えますと、のんびりとしてい

る場合ではないとは思いますが、このたび、メッ

シュを切って測定をする、あるいは市民の不安を

減らすために、測定器の貸し出しをするというこ

とを始めたのは、大変いいことだというふうには

思っております。 

  それで、８月24日の新聞報道で、どこの新聞も

大変大きく報道いたしましたように、市は、最初

の質問でも言いましたけども、独自のそういう測

定の基準を持って今後臨んでいきたいというよう

なことを話して、そして本部を立ち上げていると

思います。それに関して、きのうのお話だと、き

のうの答弁の中では、やはり少しのんびりしてい

るんではないかなというふうに感じましたので、

この点につきましては、もうぜひ早くスピードを

もってやっていっていただきたいというふうに思

います。 

  再質問に移ります。 

  今、放射線マップについては、220カ所の測定

を行っているということで、９月の末にはそれを

全部はかり終えて公表するということなんですが、

その測定を行っているのはどなたなのか。そして、

この間の全員協議会の説明では、それを今後業者

に委託することも考えているというようなことで

ございましたが、その辺につきまして、今後今は

かっている人、そしてこれからどなたが測定する

のかにつきましてお伺いいたしたいと思います。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  生活環境部長。 

○生活環境部長（松本睦男君） ただいま放射線マ

ップ策定に当たっての現在作業を行っている者、

だれかというのと、今後業者委託するのかという

ようなご質問であります。 

  現在作業を行っている者は、職員が２名体制で、

まずは第１回目の測定でございますので、今後に

おいて、どこで測定するかということの箇所を決

めながら、その数値についても、それではかりな

がら作業を行っているという状況であります。 

  それと、今後業者委託につきましては、現時点

では緊急雇用対策というところの予算であります

けれども、そちらのほうで予算を位置づけいたし

まして、現時点では業者委託を考えているという

ところでございます。 

  以上です。 

○議長（君島一郎君） 24番、山本はるひ君。 

○２４番（山本はるひ君） わかりました。 

  今は市の職員が仕事として行っているという答

えだと思うんですが、今後は緊急雇用でやってい

ただくと。これに関しましては、やはり市民の

方々、大変知識もありまして、やる気もございま

すので、市民に任せるということも大切だという

ふうに思います。 

  こういう放射線の汚染に関しましては、大変市

民の関心が高いので、知識を持っている市民、あ

るいは団体なども多くございますので、ぜひそう

いうところと共同体制をとっていただいて、市だ

けでやるという考えを少し変えていただいて、市

民と一緒にやる。これこそが本当の市民と協働の

まちづくりだと思いますので、ぜひそういうこと

も考えていただきたいというふうに思います。 

  学校においては、高圧洗浄機での除染、洗浄と
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か、今後通学路での除染や側溝の汚泥を取り除く

というふうなことをやっていくんだというふうに、

きのう答弁がございましたが、これにつきまして

も、先生方にだけやっていただくということでは

なくて、ぜひ保護者の皆さんに協力をしていただ

いてやっていっていただきたいというふうに思い

ます。 

  市の職員は本来の仕事がありますし、学校の先

生も、子どもを教育するという本来の仕事があり

ます。そういう仕事がありながら、降ってわいた

ようなこの災害に関するところに時間をとられて

いては、本来の仕事ができません。ぜひ市も学校

も、こういうことについては、市民の協力や保護

者の協力をいただいて進めていってほしいと思い

ます。 

  次に移ります。学校給食についてです。これが

最後になります。 

  子どもたちだけには、やっぱり極力放射線に汚

染されたものを食べさせたくないというのは、保

護者の本当に心からの気持ちだと思っています。

ほかのことで、ほかの食に対して、食べることに

は、保護者は手をかすことができますが、給食に

ついてだけは、保護者がそこに踏み込むことがで

きません。ということでは、食材については本当

に気をつけて気をつけて提供していく必要がある

というふうに思っております。 

  けさもたまたま下野新聞に、学校給食のことが

１面に大きく載っておりましたが、那須塩原市に

おきましては、県の指標で安全だというものは提

供しているんだというふうにお答えになりました

が、本当にそれでいいのかということについて疑

問を持っています。やはりここは県の中でも北の

ほうにございまして、汚染がひどいところもござ

いますし、もう少し市が食材について独自に調査

をする、線量をはかる、そしてそれを親に知らせ

ていくというようなことをやる必要があると思う

んですが、それについてはどういうふうに思いま

すか。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（平山照夫君） 食材の放射線量の測定

を市で独自にやってはというお尋ねでございます

けれども、先ほど来答弁しましたように、県のほ

うで農産物のモニタリング調査というのはずっと

やっておるわけですけれども、その中で検出され

たものといったものを流通しているわけではござ

いませんので、あとは全部の品目ではございませ

んけれども、野菜等でも那須塩原市といいますか、

県北も含めて、那須塩原市でのサンプル調査とい

うのをやっておりますので、それに適合したもの

が流通している。それを食材に提供しているとい

うことで考えておりますので、現在のところ、市

独自で給食の食材全部を検査するといったものは

考えてございません。 

○議長（君島一郎君） 24番、山本はるひ君。 

○２４番（山本はるひ君） そういうことであれば、

それは今のところ、それで仕方がないのかなとい

うふうに思うんですが、私としてはぜひ、できる

だけやはり不安のないような食材を使っていただ

きたいということで、できることはやっていただ

きたいというふうに思います。 

  このことについて、各学校に保護者から不安の

声が、あるいは教育委員会に、そういう不安とい

うものに対する問い合わせがなかったかどうかと

いうことを一つ。 

  それから、今、各地では、給食の食材の産地を

知らせるとか、きょうはこういうところの食材を

使っていますというようなことを、一斉携帯メー

ルを使ってお知らせして、少しでも不安をなくそ

うというようなことをやっているところがあると
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いうふうに聞いておりますが、そのようなことを

している学校があるのかどうか、あるいはこれか

らそういうことをしたいと思っているのかどうか

についてお尋ねいたします。 

  それから、献立についてなんですが、状況によ

り変更もあるということですが、ずっとことしに

なってからの献立を見ておりますと、９月の献立

では、牛肉を使ったものがございません。多分こ

れは、夏の間にそれが危ないということで、献立

から外したんだというふうに思っております。今

後もそのように食材に不安が出たものについては、

献立に使わないでやっていくんだと思うんですが、

その辺、市の方針をお尋ねいたしたいと思います。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（平山照夫君） まず、保護者から給食

の食材に関する問い合わせ等が学校あるいは教育

委員会のほうにあったかというご質問ですが、こ

れはございます。これは、一つには不安だという

のと、もう一つは、やっぱり情報を提供をしてく

れというのもありますが、流通している食材は安

全なのかという意味での不安だというのがござい

ました。 

  それから、給食の食材を使っているその産地の

情報を提供しているかということですが、これに

ついてはやっておりません。 

  それから、献立につきまして、放射能等で放射

性物質が検出された食材を使っていかない方針は

ということですが、最初にもお答えいたしました

ように、サンプリング調査等で安全が確認された

食材だけを使っておりますので、当然そういった

ものが出れば使わないということになりますので、

確認できた食材のみで給食の献立を提供していき

たいと思っております。 

○議長（君島一郎君） 24番、山本はるひ君。 

○２４番（山本はるひ君） 給食の食材については、

どんなに調べて安全だというふうに言っても、不

安な人は不安だし、その辺の許容の範囲というの

も、それぞれの保護者によって違うものだという

ふうに思っております。 

  それで、それでもぜひできるだけ不安がないよ

うに、情報の提供なり、あるいは安全の確認をし

ていただいて、学校給食についてはやっていって

いただきたいと思います。 

  それで、先ほど安全かというふうな不安の問い

合わせがあるということなんですが、例えば自分

の子どもは学校給食を食べさせたくないとか、あ

るいは特定のもの、牛乳は飲ませたくないという

ような保護者の方もいらっしゃると思うんですね。

そういうときに、聞くところによりますと、学校

の校長の裁量で、飲ませたくないという子どもに

は牛乳を飲ませなくてもいいというような措置を

とっているというふうにお聞きいたしましたが、

その辺の要求というものにどう対処しているのか、

実態はどうか。そしてどのくらいの人たちが、今、

市内の中で特定のもの、あるいはお弁当がいいみ

たいに言っているのか、その実態をお聞かせいた

だきたいと思います。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（平山照夫君） 給食の食材に対して、

父兄が不安を持っているということで、給食を食

べさせたくない、あるいは牛乳を飲ませたくない

場合、どういう対応をしているかということでご

ざいますが、現にそういった親御さんといいます

か、ご父兄の方はおられますので、ちょっと数字

的に何人いるかというのまでは把握しておりませ

んが、給食を食べないで弁当を持ってきていると

いう児童生徒、それから牛乳を飲ませたくないと

いう親御さんがおりますので、そういった児童生
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徒もいるということで、ちょっと人数的には確認

しておりません。 

○議長（君島一郎君） 24番、山本はるひ君。 

○２４番（山本はるひ君） 本来であれば、学校給

食、食育というものを進めているということから

も、皆さんが同じものを食べて、飲んで、そして

給食の時間を過ごすのが本来の姿だと思うんです

が、こういうときに、それをどうしても不安だか

らやめさせてほしいという保護者の方に関しては、

お弁当を持ってくるのも、牛乳を飲ませないのも

いいんだよというのは、いたし方のないことだと

いうふうに思います。ただ、これがやはりふえて

いくということは、できれば避けたいということ

ですので、その辺の対処については、それがやは

り食材への安全を確保するということだと思いま

すので、ぜひここら辺のところは、毎日のことで

すので、考えていただきたいと思うんですね。 

  それで、もう一つお尋ねするんですが、例えば

牛乳は飲ませたくないんだよと。学校給食は出さ

なくても、お弁当を持っていくんだよという人た

ちに関しての給食費については、どのような措置

をしているのか、お尋ねいたします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（平山照夫君） 給食を食べない児童生

徒の給食費の関係でございますが、これにつきま

しては、ふだんでも欠席等で例えば食べない、病

気等で食べないという場合、事前に申し出等があ

れば、その分は給食費というのは徴収しないとか、

そういったものあるんですが、こういった場合、

放射能等で不安だから食べさせないということで、

事前に申し出があれば、その分については、給食

費というのは徴収をしないということになります

ので、徴収していればお返しするということにな

ります。 

  ただ、牛乳だけといった場合に、給食費の割合

がどの程度かという問題がありますので、それに

ついては返還していないと思っております。 

  以上です。 

○議長（君島一郎君） 24番、山本はるひ君。 

○２４番（山本はるひ君） 今のお答えなんですが、

すべての学校に確認したわけではないのですが、

多分牛乳を飲まない、例えば２週間飲ませない、

１カ月飲ませないという保護者に関しては、多分

給食費の牛乳分を返しているんだというふうにお

聞きしております。これは確認してみてください。 

  それはそういう決まりだから、学校長の判断で

それはできるというふうに聞いております。ただ、

この規則ができたのは、そういうことを想定はし

ていなくて、学校へ行くのが停止されているとか、

けがをして一月休むという方のための措置だった

と思うんですね。今回それは仕方がないところだ

と思うんですけれども、やはりそういう給食費を

今度返すというようなこともまた、学校なりがそ

の事務をやらなければいけないわけですね。そう

いうことを考えますと、先ほども申したように、

学校の先生たちが非常に多忙になるわけです。ぜ

ひこういうことがふえていかないように、やはり

安心な安全な給食を提供していただきたいという

ふうに思います。 

  先ほど提供できなくなった場合はそれでやって

いくというふうに言いましたけれども、やはりそ

の辺も、想定だけはしておいていただきたいと思

うんですね。ないかもしれませんが、それはぜひ

やっていただきたいと思います。 

  それから、地産地消のことにつきましては、大

変ゆゆしき問題で、やはり食材を、地元の食材を

使うことは大変大切なところで、進めていただき

たい。だけれども、そこで値が出たときは食べさ

せられないということで、私もこれにつきまして
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はどうしていいか、よくわかりません。けれども、

学校給食でやはり不安なものを食べるということ

は、極力避けなければいけないことですので、こ

れについては、気にし過ぎだよねというような一

言では済ませないで、地産地消を進めながら、安

心・安全の食材をという、ちょっと矛盾している

かもしれないですが、そういうものを進めていっ

てほしいと思います。 

  子どもたちが学校で過ごす時間というのは、非

常に長いので、学校給食への食材の不安は、やは

り表土除去のこととか、通学路の除染のことなど

も含めて、保護者の不安がいっぱいですので、ぜ

ひこれはスピーディーに進めていってほしいと思

います。 

  以上で終わります。ありがとうございました。 

○議長（君島一郎君） 以上で、24番、山本はるひ

君の市政一般質問は終了いたしました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 岡 本 真 芳 君 

○議長（君島一郎君） 次に、８番、岡本真芳君。 

○８番（岡本真芳君） 議席番号８番、みんなのク

ラブ那須塩原、岡本真芳でございます。 

  前回私は、３月の議会で一般質問の途中、大震

災が起きてしまい、質問のほうも中途半端となっ

てしまったんですけれども、今でもあの不安と恐

怖心は残っている中ではありますけれども、今度

は何も起こらないことを祈りつつ、通告書に従い

質問をさせていただきます。 

  １、スポーツ施設整備と振興について。 

  女子サッカー日本代表のなでしこジャパンが、

ＦＩＦＡワールドカップ優勝という快挙をなし遂

げ、また昨日はロンドンオリンピックアジア最終

予選でオーストラリアに１対０と勝利し、３勝目

を上げ、ぐぐっと本戦出場が近づいてまいりまし

た。悲壮感漂う日本に勇気と希望をもたらしてく

れました。 

  サッカーに対する関心度がますます高まってき

ている中、本市においても、ことし６月４日には

待望の青木サッカー場がオープンしました。計画

での４面整備のうち、天然芝１面、人工芝１面の

計２面が完成しておりますが、今後の整備計画に

かんがみ、次のことをお伺いいたします。 

  ①完成した２面のピッチサイズや規格は、どの

ような経緯で決定されたのか、お伺いいたします。 

  ②後期計画における整備の方針と完成時の全容

はどのようになっているのか、お伺いいたします。 

  ③これまでの整備の中で、反省点と改善点はあ

ったのか、お伺いいたします。 

  ④青木サッカー場の整備が進む上で、那珂川河

畔運動公園サッカー場はどのようになっていくの

か、お伺いいたします。 

  ⑤８月19日から21日にかけ、関東少年サッカー

大会が本市において盛大に開催されましたが、教

育委員会とのかかわり合いはどのようになってい

たのか、お伺いいたします。 

  以上、１回目の質問といたします。 

○議長（君島一郎君） ８番、岡本真芳君の質問に

対し答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（平山照夫君） スポーツ施設整備と振

興につきまして、順次お答えをいたします。 

  まず、①の完成した２面のピッチサイズや規格

がどのような経緯で決定をしたかについてお答え

をいたします。 

  青木サッカー場の整備につきましては、平成20

年９月の庁議で、サッカー場４面を整備する青木

サッカー場整備基本計画を決定いたしました。そ

の計画に基づき、平成21年度に天然芝サッカー場
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を、22年度から23年度に人工芝サッカー場を整備

したところでございます。 

  ピッチサイズにつきましては、一般からジュニ

アまでの大会が開催できるサイズとし、競技フィ

ールドの大きさは、財団法人日本サッカー協会で

定めるサッカー競技規則の規定に基づいた105ｍ

掛ける68ｍと決定をいたしました。 

  次に、②の後期計画における整備の方針と完成

時の全容はどうなっているかについてお答えいた

します。 

  那須塩原市総合計画後期基本計画につきまして

は、現在策定を行っているところでございます。

今後、夜間照明施設、人工芝１面、クレーグラウ

ンド１面を整備するほか、管理棟、駐車場等の附

帯設備を整備する予定でございます。したがいま

して、全容としては、サッカーグラウンドは天然

芝が１面、人工芝グラウンドが２面、クレーグラ

ウンドが１面の計４面、それから駐車場、管理棟、

トイレ等でございます。 

  次に、③のこれまでの整備の中での反省点と改

善点はあったのかについてお答えいたします。 

  反省点といたしましては、天然芝グラウンドを

整備する際に、サッカー協会関係者と協議の場が

持てなかったということでございます。人工芝グ

ラウンドの整備に当たりましては、その反省点を

踏まえまして、市サッカー協会と十分協議を行い、

整備をしたと考えております。 

  次に、④の青木サッカー場の整備が進む上で、

那珂川河畔運動公園サッカー場はどのようになっ

ていくかについてお答えいたします。 

  那珂川河畔運動公園の体育施設は、サッカー場

やラグビー場、ソフトボール場、野球場がありま

すが、現在、いずれも多目的利用の取り扱いをし

ております。今後も引き続き多目的に利用してい

きたいと考えております。 

  最後に、⑤の関東少年サッカー大会と教育委員

会とのかかわりについてお答えをいたします。 

  関東少年サッカー大会は、山梨県を含む関東１

都７県の少年サッカーチーム24チームが参加して、

今年度は那須塩原市を会場として行われた大会で

ございます。主催が関東少年サッカー４種委員会、

主管が栃木県少年サッカー４種委員会及び那須塩

原市サッカー協会となっています。 

  この大会に対し、教育委員会といたしましては、

申請に基づいて後援を行い、教育委員会名義の使

用承認及び使用料の減免を行ったところでござい

ます。 

  以上です。 

○議長（君島一郎君） ８番、岡本真芳君。 

○８番（岡本真芳君） それでは、順次再質問をさ

せていただきます。 

  オープンをされて、実際に使用してみますと、

具体的に不便やふぐあいというものが見えてくる

わけでございます。そんな中で、１番目のどのよ

うな経緯でということでありますけれども、市と

して、またスポーツ振興課としてなんですけれど

も、サッカー以外の競技もそうなんですけれども、

競技にはそれぞれルールがあります。そして、そ

のルールブックがあるんですけれども、ルールブ

ックは配備されているんでしょうか。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（平山照夫君） 各種スポーツのルール

ブックを配備しているかということでございます

が、すべての競技のルールブックを持っていると

いうことではございませんが、必要に応じまして、

今の時代ですから、インターネット等で、そうい

った規則等につきましては取りそろえて、それに

対応しているという状況でございます。 

  以上です。 
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○議長（君島一郎君） ８番、岡本真芳君。 

○８番（岡本真芳君） 先ほどご答弁の中では、社

会人から少年用ということでご答弁あったわけな

んですけれども、実は質問通告５番目になります

けれども、関東少年サッカー大会が開かれました

けれども、この大会では、規格が少し合っていな

かったということが判明しております。ここで、

少年サッカー連盟との意見交換等は、整備する中

ではなかったという解釈でよろしいんでしょうか。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（平山照夫君） 先ほどお答えいたしま

したように、サッカー場を整備する際に、特に人

工芝を整備する際には、市のサッカー協会の方々

と協議を行って、面の大きさというんですか、そ

ういったものを決めてきたということでございま

して、その際にピッチサイズの関係で、ジュニア

の場合に、ジュニアのサイズは基本的に日本サッ

カー協会で決まりはないということですが、一般

的に使われているのが75の50ぐらいというサイズ

を使っているということでございますけれども、

68ｍでも、それはローカルルールといいますか、

そういったもので十分競技はできるということな

んですが、いろいろ協議を重ねている中で、排水

の問題ですとかいろいろな問題が、サッカー協会

のほうとの協議の中で出ておりまして、面的に若

干広げるということになりますと、約1,000㎡ぐ

らい広げなくてはならないといった費用の問題等

もございまして、それらも踏まえまして、現在の

人工芝のピッチサイズを決めたということで、こ

れは市のサッカー協会のほうと十分協議した上で

決めてきたと。その中で、現在国際的な流れとい

うことで、サッカー協会の関係者の方々から伺っ

たのは、ジュニアのサッカーの場合には、11人制

ではなくて８人制に今移行していると。イギリス

なんかはもう11人制は禁止しているというような

状況で、８人制に移行しているんで、68ｍの50で

十分対応できるというようなお話も伺いましたん

で、それらに基づいてピッチサイズを決めてきた。

ジュニアにつきましてはそういった経緯でござい

ます。 

○議長（君島一郎君） ８番、岡本真芳君。 

○８番（岡本真芳君） それでは、ここでいよいよ

このホワイトボードが登場するわけなんですけれ

ども、これが社会人用のピッチです。ただいまの

答弁ですと、ここ、このゴールラインは68ｍだと

いうことでございます。これ当然、国際基準にも

合致しておりますので、間違いではないんですけ

れども、少年用としては、今現在、世界的にどう

かといえば、８人制へどんどん推奨はされており

ますけれども、まだまだ日本、ＪＦＡでは11人制、

小学生にまだまだやらせております。そんな中で

は、これ少年用をとるときには、半分ずつで、２

面とるんですよ。同じものをもう１枚こっちにと

る。これをフルピッチと呼んでいます。 

  こちら、タッチラインですけれども、少年用で

すと、75ｍから80ｍ必要なんですね。そうすると、

今のあの人工芝のピッチですと、もうここのぎり

ぎりになってしまうんですね、75ｍとしてですよ。

そうすると、例えばゴールキックとか助走なして

けってくださいというふうな状況になってしまう

んです。ですから、じゃ、どうするの。この間関

東大会、教育長も市長もおいでいただきましたけ

れども、フルピッチじゃなくてワンピッチにした

わけです。どうしたかというと、２面とれません

ので、おかしな現象で、真ん中にこういうふうに

とったわけですね。余り合理的ではないんです。

せっかく２面とれるのに、１面しかとれなかった

ということになってしまうんです。ですから、も

うあそこまで完全にでき上がってしまっておりま
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すので、仕方ありませんけれども、今後２面の整

備をする中では、十分にそこら辺のところもご検

討をいただきたいと思っております。 

  ピッチサイズに関しては、これ以上言ってもど

うにもならないことでございますので、次に進ま

せていただきますけれども、②番のところで、今

後の整備計画の中で、正門が１カ所あります。あ

そこに車で出入りする場合、特に大型バスなんで

すけれども、非常に出入りしづらい。またはすれ

違うことができない門になっております。早期の

改善が望まれるところなんですけれども、当局の

お考えはどのようなものか、お伺いいたします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（平山照夫君） 青木サッカー場の正門

の入り口のご質問でございますが、ごらんになっ

てわかるように、いわゆる黒磯市街地から行った

場合に入れるような構造といいますか、そういう

ような構造になっております。したがって、板室

方面から来たときに、大型バスだとちょっと入り

づらいというような状況だということでございま

すが、これは仙台育英学園のときにつくった門を

そのまま使っておりますので、それはそれでいた

し方ないんですが、ただ、板室方面から来たとき

にバスが入れないというのは承知をしております。 

  先ほど整備計画の中で、管理棟というお話をい

たしましたが、現在、正式な管理棟というのはご

ざいませんで、それらをできれば正面入り口のと

ころに管理棟を建設をしていきたいと思っており

ます。その際に正面の門といいますか、石積み等

があるんですが、その辺につきましても、改修を

行っていきたいというふうに考えております。 

○議長（君島一郎君） ８番、岡本真芳君。 

○８番（岡本真芳君） 私、先ほど「早期の改善が

望まれる」と申し上げたんですけれども、それい

つごろまで我慢して―我慢じゃなくて、いつご

ろまで待っていればよろしいんでしょうか。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（平山照夫君） いつごろまでというこ

とでございますが、ちょっと今、年次的に何年度

に整備をしたいというわけにはちょっとお答えす

ることはできませんので、順を追って整備をして

いかなくてはならないんですが、今、例えば来年

度あるいは再来年ということでお答えすることは

できないものですから、ちょっとご理解いただけ

ればと思っております。 

○議長（君島一郎君） ８番、岡本真芳君。 

○８番（岡本真芳君） その整備がされるまで、多

分大型バスで乗りつける大会は開催されるはずだ

と思っておりますけれども、そのときのインフォ

メーションとして、黒磯市街のほうから入ってく

ださいということは、なかなか言いづらいと思う

んですけれども、実は板室方面から来ても、何回

も切り返しすれば、入れないことはないんです。

なので、運転手さんにご尽力いただくしかないな

と思っております。 

  それと、先ほどご答弁にありましたけれども、

駐車場も整備するということでございました。現

在使用している駐車場というのは、整備されてい

る芝のピッチと天然芝のピッチのちょうど間にな

るんですけれども、雑草地なわけなんですが、そ

こは段があるんですね。上の段と下の段があるん

ですけれども、雨が降りますと、特に下の段がぬ

かるんでしまいまして、車がスタックしてしまう

んですね。私も関東大会のときだったでしょうか、

動けなくなった車の後ろを押したことがあるんで

すけれども、これ、駐車場を整備するという中で、

具体的にどのような形状をイメージすればよろし

いんでしょうか。例えば舗装されるのか、砂利な
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のか、あの段は取り除かれるのか、そこら辺のと

ころをご答弁いただきたいと思います。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（平山照夫君） 駐車場整備につきまし

てですが、今年度の当初予算で、まず、第１駐車

場という名前で呼んでいるんですが、天然芝と人

工芝の間にあります、今ご質問の中で出ました段

があるところですね、あれは駐車場という形で整

備したものではなくて、もともとの形状のまま、

今、仮に駐車場という形で使っているという状況

でございまして、そこの部分に駐車場を整備をす

ると。今年度予算でやる予定でございます。約

250台がとめられるような駐車場整備を考えてお

ります。 

  ただ、舗装はする予定はございません。砂利敷

で対応する予定でございます。 

  もちろん段差はなくなります。多少の勾配はつ

くと思いますけれども、段差はなくします。 

  以上でございます。 

○議長（君島一郎君） ８番、岡本真芳君。 

○８番（岡本真芳君） 今年度中での整備というこ

とで、大変うれしく思っております。やはりあそ

こどんどん車入れていきますと、現状では傷んで

いってしまうんですね。だから整備するのにも余

計な経費がかかってしまったりすると思いますの

で、なるべく早い整備をよろしくお願いいたしま

す。 

  次に、③番になりますけれども、天然芝のピッ

チなんですけれども、これ排水管が入っているの

か、入っていないのかわかりませんけれども、雨

が降ると、かなり水引きが悪くなるわけでござい

ます。土の上に芝のじゅうたんが敷いてあるよう

な状態で、芝と土の間に水が入って、芝が浮いて

しまっているような状態なんですね。 

  そこで、そんなために足をとられて捻挫してし

まったという選手もいるほどなんですけれども、

これ改善の見込み、芝のピッチのほうの排水に関

して、改善の見込みはあるのか、お伺いいたしま

す。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（平山照夫君） 天然芝のほうの排水の

関係でございますが、かなり広い面でございます

ので、基本的なあれとしましては、保水力と排水

性との兼ね合いをどうするかというところの問題

なんですが、ただ、ことし特にお盆過ぎは、毎日

のように雨が降っていまして、かなりそれも雨量

が多いと。全く日照時間がないという状況でして、

乾燥するというようなあれがないというような状

況でございますので、今言われたように、かなり

水たまりができているというような状況だと思い

ますけれども、排水管そのもの、いわゆる暗渠そ

のものは、あそこには、天然芝の下には入ってお

りません。したがいまして、ちょっと排水の悪い

ところ等、どうしたらいいかということで、ちょ

っとどのような方策が排水をよくするためにいい

かというのを検討していきたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（君島一郎君） ８番、岡本真芳君。 

○８番（岡本真芳君） 暗渠排水がされていないと

いうことで、やはりああいう状況になってしまう

のは、もう当然なのかなと思いますけれども、や

はりあのままというわけにはいかないと思います

ので、部長先ほど答弁いただいたように、改善策

を講じていっていただきたい。せっかく整備され

たものが根腐れしてしまったんでは、何にもなり

ません。大変もったいない話になりますので、ぜ

ひよろしくお願いをいたします。 

  そんな中で、人工芝、天然芝もありますけれど
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も、今後の整備において、協議会とか有識者を入

れて協議会、もしくは審議会等を設置するお考え

というものはありますでしょうか。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（平山照夫君） 今後整備する上で協議

会等の設置はというご質問でございますが、そう

いった協議会等を設置する考えは今のところござ

いません。 

○議長（君島一郎君） ８番、岡本真芳君。 

○８番（岡本真芳君） 第１回目の質問の答弁の中

で、市のサッカー協会の意見を聞き入れたという

ご答弁でありましたけれども、各市町村のサッカ

ー協会というのは、体育協会、体協の中の独自の

組織でありますので、これ日本サッカー協会の下

部組織ではないわけなんですね。であれば、財団

法人日本サッカー協会に直に移設している社団法

人栃木県サッカー協会があるわけですけれども、

そこには種別があって、第１種委員会が社会人、

大学生。第２種が高校生、ユース世代。第３種が

中学生、ジュニアユース世代。第４種がジュニア

世代ということです。そしてそこに女子の委員会

とシニアの委員会というものがありますけれども、

やはりここは、各カテゴリーから１人ずつでも、

また建設業界とか芝生屋さんとか、そういった

方々を含めて検討していく。また、審議、協議し

ていく必要があると私は思っております。先ほど

天然芝のほうでは、暗渠排水がされていなかった

り、また、人工芝のほうでは、少年用のピッチに

合致しないということが起こってきますので、や

はり今後、あと２面の整備、同じ轍を踏むわけに

いきませんので、ぜひそのような方々、有識者を

含めて協議会を設置していただきたいんですけれ

ども、いかがでしょうか。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（平山照夫君） 協議会の設置というこ

とで、今再びご質問いただきましたが、天然芝あ

るいは人工芝の設置を１面ずつ行ってまいりまし

たので、それらの点も踏まえながら、市のサッカ

ー協会のほうとは、十分これからも協議をしてい

きたいと思っておりますが、協議会等を設置して

やっていくというようなことは、今のところ考え

ておりません。 

○議長（君島一郎君） ８番、岡本真芳君。 

○８番（岡本真芳君） 私、この青木サッカー場に

関しては、何度も一般質問させていただいており

ますけれども、物すごい熱い情熱注ぎ込んでいる

んですね。なので、せっかく整備するんですから、

すばらしいもの、みんなが納得して使えるものを

整備していただきたいんです。ですから、前にも

質問の中では、有識者を入れてくださいというこ

とを申しておりましたけれども、市のサッカー協

会ということでございましたので、私もサッカー

協会のメンバーの１人でございますので、サッカ

ー協会しっかりと勉強を重ねて、すばらしい大き

いサッカー場を完成するように、私たちも努力を

していきたいと思っております。よろしくお願い

いたします。 

  次に、④のところで、那珂川河畔運動公園のサ

ッカー場なんですけれども、ラグビー場、ソフト

ボール場もあって、すべて多目的な用途というこ

とでございましたけれども、そこに河川側に防球

フェンスがあるんですけれども、この高さが非常

に低くて、競技をする中で、ボールが川のほうに

どんどん飛んでいってしまって、大変危険な状態

なんですけれども、このフェンスに関しては改善

できないのか、お伺いいたします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 
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○教育部長（平山照夫君） 那珂川河畔運動公園の

サッカー場、いわゆるサッカーに使っているとこ

ろのフェンスが低いというお話でございます。そ

れは十分認識しておりますので、高さの問題等は

あるんですが、もう一方では、河川法等の関係が

ございますので、その辺をクリアしながら対応し

てまいりたいと考えております。 

○議長（君島一郎君） ８番、岡本真芳君。 

○８番（岡本真芳君） 法律の問題があるというこ

とであれば、いたし方ないところでありますけれ

ども、やはりどう見ても危険性は高いわけでござ

いますので、ぜひ大きな事故等起こらないうちに

手を打ったり、また注意を払って見守っていただ

きたいと思います。 

  次に、⑤になりますけれども、これ、大会によ

って市が後援、また主催、共催という部分で、使

用料の減免が大きく違ってきているわけなんです

けれども、例えば小さな大会でも、他の地区のチ

ームが多いと減免から外れてしまうとかいうこと

は、これ栃木県内のほかの市の状況を見ても、な

かなか納得しづらい部分があるんですけれども、

減免に関してはどのようなお考えがあるのか、お

伺いいたします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（平山照夫君） 体育施設の使用料の関

係でございますが、減免関係につきましては、使

用料そのものは、那須塩原市の体育施設条例とい

うところに使用料が載っております。それを受け

まして、今度、規則もありますが、そこで減免の

関係等も載っているわけですけれども、市の主催

等の場合には、当然市がやりますので、使用料は

かかりませんけれども、あとは市外の方が使う場

合、これは全額もらうということになっておりま

す。 

  それから、市内のスポーツ少年団、あるいは市

内の小中学校が部活動で利用する場合は４分の３

の減額ですとか、そういった細かい決まりがござ

いますので、今回の関東少年サッカー大会の場合

は、市内の利用者というのは、参加人数の中には

だれもいないところだったんですが、市のほうが

後援をしておりますし、それから市のサッカー協

会が主管という形で入っておりますので、４分の

３の減額を適用して、本来の使用料のいわゆる３

分の１の使用料をいただいたというところでござ

います。 

○議長（君島一郎君） ８番、岡本真芳君。 

○８番（岡本真芳君） 主管でしたっけ―という

ことでありましたけれども、本当に今、関東大会

としては大変な盛り上がりで、主管していただい

て本当に感謝さしているところでありますけれど

も、市がやはりもっともっと積極的にそういった

ところ、主管もしくは主催、共催、後援というこ

とでかかわっていっていただきたいなという考え

を持っております。例えば関東大会ですと、もう

1,000人以上の方が当市に訪れていただいたわけ

なんですけれども、大きな大会を誘致するという

ことは、那須塩原市にとって観光や商工の面から

も、大きな利益と宣伝をもたらすと思っておりま

す。例えば関東大会、1,000人以上の方が塩原温

泉に宿泊されているわけです。そして、商工会の

方々にもご協力とご理解をいただきまして、テナ

ント出店をしていただいております。そういった

意味で考えれば、行政のほうが積極的に手を挙げ、

声を出して、大会誘致を推進していっていただけ

ればと思うんですけれども、教育部としてどのよ

うな考えお持ちでしょうか。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（平山照夫君） 関東大会等の大会を教
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育委員会のほうで積極的に主催等をやってはとい

うお話でございますが、サッカー場そのものがこ

としの６月４日にオープンをしたということでご

ざいますので、今後につきましては、そういった

大会等も、これ市のサッカー協会のほうのご協力

もいただかないとできないところもございますの

で、あるいは県のサッカー協会の関係もあるかと

思いますが、そういったところとご協力いただき

ながら、開催のほうに向けて検討していきたいと

思っております。 

  以上でございます。 

○議長（君島一郎君） 質問の途中ですが、ここで

昼食のため休憩いたします。 

  午後１時会議を再開いたします。 

 

休憩 午前１１時５９分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（君島一郎君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

  ８番、岡本真芳君。 

○８番（岡本真芳君） １問目もう少しで終わると

ころだったんですけれども、前回は地震にとめら

れ、今回は議長にとめられてしまいましたけれど

も、大会を誘致するという部分で、最後に、せっ

かくすばらしいサッカー場を整備しているところ

でございます。せっかくつくっても利用しなかっ

たら、何にもならないわけですね。ですので、や

はり多くの大会を誘致して、しかも多くの大きな

大会ですね、県内からも、日本全国から来ていた

だいて、そして、ああ、那須塩原にはすばらしい

サッカー場があるね。那須塩原、すばらしい温泉

があるね、那須塩原、活気があっていいねと言っ

ていただけるように、我々サッカー協会もそうで

すけれども、執行部と協力をしながら盛立てて、

すばらしいサッカーにしていきたいと思っており

ますので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、次の２問目に移らせていただきます。 

  ２、情報公開と情報配信について。 

  現在本市では、広報なすしおばらやインターネ

ット上での情報配信等、市民への情報公開には鋭

意努力されていることと思いますが、情報弱者へ

の対応に工夫の余地があると思われることから、

次のことをお伺いいたします。 

  ①３月11日に起きた未曾有の大震災による福島

第一原発事故の影響により、放射能汚染に脅かさ

れる日々が続いているが、現状の情報開示の方法

及び今後求められる情報開示の方法について、市

はどのように考えているのか、お伺いいたします。 

  ②本市各種団体（観光協会、商工会等）主催の

イベント（フラワーウェディング・カヌー大会

等）に際し、市はそのＰＲ活動や情報発信にどの

ように連携されているのか、お伺いいたします。 

  ③本市は、県内有数の観光地であるが、風評被

害により来客者数は激減しております。さらに積

極的な広報活動が必要と思われるが、市の考えを

お伺いいたします。 

  ④みるメールの利用状況、活用状況についてお

伺いします。また、今後の展望についてもお伺い

いたします。 

  ⑤さまざまな情報配信ツールがある中で、ＱＲ

コードなどの研究をしてみてはどうかと思うが、

市としての考えをお伺いいたします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（栗川 仁君） ８番、岡本真芳議員の市政

一般質問にお答えをいたします。 

  ２の情報公開と情報の配信についてであります

が、順次お答えをいたします。 
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  ①の現状の情報開示の方法及び今後求められる

情報開示の方法についてでありますが、現在、市

民の情報提供は、広報及びホームページへの掲載、

みるメールでの配信、ツイッターでの周知を行っ

ているところです。放射能関連情報につきまして

は、現在のところホームページ、みるメール、ツ

イッターや、本庁と支所に設置の掲示板等により、

リアルタイムでの情報提供を行っております。 

  次に、②の各種団体主催のイベントに際し、市

はそのＰＲ活動や情報発信にどのような連携をし

ているかについてお答えをいたします。 

  本来、各種団体のイベントのＰＲは、それぞれ

の団体が主体的に行うべきものでありますが、市

がイベントについて共催もしくは後援を行った場

合は、市の広報紙やホームページに情報を記載を

しております。 

  また、市では、平成23年６月４日から、緊急雇

用創出事業を活用した、なすしおばらグリーンエ

フエムというラジオ番組放送を行っており、その

番組内でも、各団体等の活動やイベントのＰＲを

行っております。 

  続いて、③のさらに積極的な広報活動が必要と

思われるが、市の考えとの質問についてお答えい

たします。 

  本市の観光誘客における広報活動の取り組みに

つきましては、市や観光協会のホームページ、テ

レビ、ラジオ放送による観光情報の発信に加え、

「やすらぎの栃木路」共同宣伝協議会の観光キャ

ンペーンに積極的に参加をしておるほか、新宿駅、

大宮駅、水戸駅周辺の路線バスに車内広告を掲示

するなど、首都圏を中心とした誘客宣伝に努めて

おります。 

  加えて、積極的な広報活動といたしましては、

②でお答えいたしましたように、ラジオ番組放送

を開始をしております。 

  また東電福島原発事故の収束の見通しが立たな

いことや、消費者における節約志向の高まりなど

により、本市の農産物の販売不振や観光客数の減

少に歯どめがかからないことから、新たな事業と

して、観光・農産物風評被害対策、ふるさとイベ

ント出前キャラバン隊事業に関する予算を９月補

正に計上したところであります。 

  今後の観光客の動向につきましては、把握しに

くいところもありますが、市といたしましては、

引き続き関係団体と一体となって、風評被害の払

拭に努めるとともに、今後の誘客に向けた広報活

動について積極的に取り組んでまいりたいと考え

ております。 

  次に、④のみるメールの利用状況、活用状況及

び今後の展望についてお答えをいたします。 

  みるメールは、平成21年９月から運用を開始し、

７月31日現在、2,245件の登録があり、延べ1,374

件の情報を発信しました。この９月１日からは、

システム更新に伴い、県防災メールや県警地域安

全情報メールを転送するなど、市民へのきめ細か

な情報伝達に努めております。今後はみるメール

の登録者をふやしていきたいと考えております。 

  続きまして、⑤の情報配信ツールとしてのＱＲ

コードなどの研究をしてみてはどうかとの質問に

お答えをいたします。 

  お尋ねのＱＲコードとは、バーコードよりも大

容量の情報が格納できる四角形のコードのことで

すが、このＱＲコードを使用するためには、ＱＲ

コードを読み取り、数字や文字に変換する機械が

必要となります。多くのカメラつきの携帯電話に

はこの機能がついているため、市では、携帯電話

からホームページへのアクセスを容易にしたり、

みるメールを登録することなどの使い方をしてお

ります。 

  情報配信ツールとしてのＱＲコードにつきまし
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ては、現在の使い方以外にどのような使い方があ

るのか、今後研究してまいります。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

○議長（君島一郎君） ８番、岡本真芳君。 

○８番（岡本真芳君） それでは、順次、また再質

問をさせていただきます。 

  ①番のところなんですけれども、放射能汚染の

情報に関してですけれども、放射線量の１㎞メッ

シュの情報もそうなんですけれども、教育委員会

で掲示をされております各小中学校の線量の情報

が掲示されていると思うんですけれども、これは

現在、西那須野支所の３階ですね、教育委員会の

前にあるのは確認しているんですけれども、ほか

にも掲示はされているんでしょうか。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（平山照夫君） 小中学校の放射線量、

週２回はかっておりますが、それの掲示につきま

しては、今言われました西那須野庁舎の３階のと

ころだけでございます。 

○議長（君島一郎君） ８番、岡本真芳君。 

○８番（岡本真芳君） 私、あれを見まして、大変

細かく表示をされているわけなんですけれども、

若干もったいないなと思いました。これは庁舎の

３階まで行かないと見れないわけなんですけれど

も、これを各本庁、支所の玄関等、玄関入ったら

すぐに見えるようなふうにしてみたらとは思うん

ですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（平山照夫君） 今言われました本庁、

支所等につきまして、なるべく早い時期に掲示を

していきたいと考えております。 

○議長（君島一郎君） ８番、岡本真芳君。 

○８番（岡本真芳君） ぜひよろしくお願いしたい

と思います。 

  昨日の代表質問等でも出ておりましたけれども、

ほぼもう基準値を下回っているというデータでご

ざいますので、あれ、もう本当に一目瞭然的で安

心できるすばらしい情報開示だと思っております

ので、ぜひよろしくお願いをいたします。 

  次に、パソコンの苦手な方とか、インターネッ

トの環境が整っていない方等への情報の伝達なん

ですけれども、これはこの放射線量だけにかかわ

らないわけなんですけれども、いわゆる呼び方が

いいかどうか、情報弱者という方になってくるか

とは思うんですけれども、例えばホームページと

かを見ることができなかったりということになっ

てきますので、こういった方々への対応はどのよ

うに考えていらっしゃるんでしょうか。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（室井忠雄君） ホームページ等、新し

いシステムでの情報を得られない方については、

従来どおり紙面、いわゆる広報紙等でお知らせし

ているところでございます。 

○議長（君島一郎君） ８番、岡本真芳君。 

○８番（岡本真芳君） 広報ということになります

と、月に一度とかいうことになってくると思いま

すけれども、やはりインターネット等では、もう

クイックな、スピーディーな情報が伝わってくる

と思うんですけれども、そこら辺は紙ベースなの

か、またはデータによるものなのかということで、

タイムラグが出てくることはやむを得ないと思い

ますけれども、できるだけ公平な情報提供をでき

るようにお願いをいたします。 

  次に、②に移っていきます。 

  フラワーウェディングの参加者、またはカヌー

大会もそうなんですけれども、その参加者からは、

大いに感動したという意見が出ているようなんで
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すけれども、アンケートとか、また感想の収集は

なされているのか、お伺いいたします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（生井龍夫君） それぞれの団体等

が行った、今フラワーウェディングとカヌー大会

のことがありましたけれども、市としてアンケー

ト等を収集しているということはございませんが、

各団体等では、確認はしていませんけれども、し

ているような話も前に聞いたことがありますので、

とっているのかなというふうには思っております。 

○議長（君島一郎君） ８番、岡本真芳君。 

○８番（岡本真芳君） フラワーウェディングに関

しましては、栃木テレビ等でも放映されたわけな

んですけれども、本当に涙を流して感動されてい

る、喜んでいらっしゃるという方々いらっしゃる

ようでございますので、ぜひこれ、もっともっと、

目玉だと思いますので、宣伝していっていただけ

ればと考えております。例えばやはり観光協会や

商工会等の主催のイベントには、大変魅力的なも

のが多くて、市はそこに共催や後援という形でか

かわっていることと思いますけれども、ＰＲに関

しては、行政が大いに協力をできる分野だと思い

ますので、さらなる密な連携をよろしくお願いを

いたします。 

  続きまして、③に関してなんですけれども、こ

こは観光行政ということで、３月のときに質問途

中になった部分がありますので、残った部分をち

ょっと質問させていただきますけれども、本年度

当初予算の中に、観光振興費の観光宣伝事業のお

サイフケータイ対応観光情報発信用機器が盛り込

まれているわけなんですけれども、これの配備状

況と内容をもう少し詳しくお伺いいたします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（生井龍夫君） 本年度予算で対応

ということで、既に実施の段階になっているかと

思うんですが、詳しいデータ、私持っておりませ

んけれども、ちょっと保留させていただいて、後

で答弁を申し上げたいと思います。 

○議長（君島一郎君） ８番、岡本真芳君。 

○８番（岡本真芳君） 私もこれ、どういうものな

のか、ちょっとイメージができないものですから、

何とも質問するのもしづらい部分はあるんですけ

れども、やはりもう携帯電話もかなり普及されて

おりますので、こういったものを活用して、観光

行政をどんどん盛り上げてＰＲしていっていただ

きたいと思っております。 

  また、先ほどの山本議員の質問にもありました

けれども、観光客が激減しているということがあ

りますけれども、震災後、１億円のキャッシュバ

ックキャンペーン等実施しておりますけれども、

対策として、本市の新たなイベントもしくはＰＲ

等、何か予定はあるのか、お伺いをいたします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（生井龍夫君） 新たな誘客対策、

観光業についてということでお尋ねをいただきま

した。 

  先ほど市長の答弁にありましたように、今回の

９月の補正に、ふるさとイベント出前キャラバン

隊事業という予算を計上させていただいておりま

す。これにつきましては、とにかく今までの首都

圏関係のＰＲ活動につきましては、「やすらぎの

栃木路」キャンペーンということで、県内挙げて

組織をしております共同宣伝協議会で、それに参

加するという形で行っていたわけでございますけ

れども、今回のこの事業につきましては、市単独

ということで、とにかく人が多く集まるところ、

あるいはイベント会場、首都圏中心にはなるかと
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思いますが、県内も含めまして、イベント会場等

とか、展示ブース、そういうところに固定してい

るキャラバン隊、今のところ５名程度で組織をし

たいかなというふうに思っておりますけれども、

派遣をいたしまして、いろいろな宣伝活動を継続

的に実施をしていくということで、これについて

は新たな取り組みということで考えているところ

でございます。 

○議長（君島一郎君） ８番、岡本真芳君。 

○８番（岡本真芳君） 日本全国見渡してみまして

も、観光客の入れ込みがふえているという話は余

り聞こえてきません。そんな中でも那須塩原市、

塩原温泉は特になんですけれども、もう激減が著

しいと思われますので、これがいいのかな、あれ

がいいのかなじゃなくて、もうあの手、この手、

できることを次から次へと打ち込んでいっていた

だきたい。その出前キャラバンなんかも、本当に

おもしろそうだなと。興味あるものだと思います

ので、ぜひもうあの手、この手、次から次へと手

段を講じていっていただきたい。そしてまた、活

気ある那須塩原、活気ある塩原温泉を取り戻して

いきたいと思っておりますので、どうぞよろしく

お願いをいたします。 

  続きまして、④番のみるメールに関して再質問

をさせていただきます。 

  利用開始してからもう１年以上経過しているわ

けでございますので、ここでの検証ということに

なってきますけれども、登録者数が2,245件とい

うことで、1,374の情報を配信しているというご

答弁をいただきましたけれども、この2,245件の

登録は、ここがピークなんでしょうか。増加傾向

にあるのか、減少傾向にあるのか、もし把握され

ていましたら、ご答弁お願いいたします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（室井忠雄君） 発足からでございます

が、22年の去年の７月末で964件、現在が2,245と

いうことで、伸びている状況にございます。なお、

この震災等を経て急激に伸びたということでござ

います。 

  この数字が、現在の2,245がアッパーだという

ふうには思っておりません。もっとこれからも勧

誘していきたいと、積極的にという考え方です。 

○議長（君島一郎君） ８番、岡本真芳君。 

○８番（岡本真芳君） このみるメールというシス

テムですね、これは配信され利用者にしてみれば、

受け取るだけということなんですけれども、やは

り情報というのは、欲しいときに必要なものを取

りにいくというものが、一番理想だと思いますけ

れども、この震災後に急激にふえてきたというこ

とであれば、やはり利用者は情報に飢えています

ので、どんどん配信していただきたいという考え

だと思います。 

  そんな中で、部長ご答弁の中では、ここがアッ

パーではない、まだまだふやしていきたいという

ことなんですけれども、このみるメールそのもの

の宣伝、ＰＲですね、これはどのようにお考えに

なっているでしょうか。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（室井忠雄君） 一番増殖力のある形は、

多分にツイッター等だと思っています。そういう

意味でも、このみるメールの宣伝をしていきたい

と思うんですが、それ以外にも今回、先ほど市長

答弁にもありましたとおり、９月１日から新たな

システムでの更新をしたわけでございまして、こ

の中で県の防災メールあるいは県警、地域安全、

いわゆる犯罪等のやつも入っております。また、

火災情報等についても新たに大田原地区の消防組

合の分も含めて入れてございますので、そういっ
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た意味で、内容の充実とあわせてＰＲをしていき

たいというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（君島一郎君） ８番、岡本真芳君。 

○８番（岡本真芳君） これ、私もすばらしいと思

います。今までですと、このみるメールがないと

きは、例えば県警だったら県警にアクセスして、

県警から直接メールを受け取ったりとかいう、ま

た消防だったら消防からの直接受け取るというこ

とをやっていましたけれども、県や県警、消防の

ほうから転送することができるということは、非

常に受け取る側としてはありがたいことだと思い

ますので、これからもまたもっともっとすばらし

いシステムになるようにご努力をしていっていた

だきたいと思います。 

  やはりこれ一方通行ですので、この利用者は何

も返事できないんですけれども、何かこう意見等、

利用者の声というものは上がっているんでしょう

か。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（室井忠雄君） 特段のそういったご意

見等については、出てきておりません。ただ、人

と人と、私の友達との会話の中では、いろいろ話

は出ているんですが、全体的な形での情報は集約

されていない状況にございます。 

  以上です。 

○議長（君島一郎君） ８番、岡本真芳君。 

○８番（岡本真芳君） 総合的に考えれば、皆さん

満足されているのかなと思います。本当に必要な

ければ解約、解除すればいいだけの話でございま

すので、そうなってしまったら、ちょっと困るん

ですけれども、今後ももっとすばらしいシステム

になるように検証が必要かと思われますので、ど

うぞご努力を続けていただきたいと思います。 

  続きまして、５番目のＱＲコードなんですけれ

ども、これはクイックレスポンスコードとか、ま

たマトリックス型二次元バーコードという言われ

方をしておりますけれども、これも使いなれると

とても楽しくて、多彩な情報が得られることから、

さらに研究をまた進めていってもらいたいと考え

ております。市長ご答弁いただいたように、これ

からも研究していくということでございますので、

本当に安堵しているところでございます。 

  ＱＲコードやみるメールもそうなんですけれど

も、ＩＴを駆使していくのも、これからの時代、

有効なツールだと思います。私自身もＩＴ関連の

事業を営んでおりますけれども、ＩＴとはインフ

ォメーション・テクノロジーの略で、情報技術と

いう意味です。情けに報いるわざという字を書き

ます。市もぜひ深い情けを持って、厚く報いてい

くと。そしてその技術を磨くということを続ける

ことこそが、情報を取り扱う者の使命だと考えて

おります。 

  情報は配信の仕方によって安心と安らぎをもた

らす、本当にすばらしいものです。しかし、誤る

と、不安と恐怖に陥る可能性をはらんでおります。

正確かつ適切に配信して、市民が潤い、「人と自

然がふれあう やすらぎのまち 那須塩原」が実

現されますよう、心から祈念をいたしまして、私

の一般質問を結びます。 

  以上です。 

○議長（君島一郎君） 産業観光部長。 

○産業観光部長（生井龍夫君） 先ほど答弁を保留

させていただきました、おサイフケータイを利用

しての情報の発信の関係でございます。 

  本年の５月から実施をいたしておりまして、設

置している場所は、道の駅の「明治の森・黒磯」、

それから那須塩原駅の中にあります那須地区総合

観光案内所、さらには道の駅の「アグリパル塩
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原」です。それからもみじ谷大吊橋と、もの語り

館、この５カ所にこういう機械があるわけでござ

います。ここに自分の携帯をかざしますと、市の

ホームページにアクセスができる。市のホームペ

ージに来れば、観光協会等、いろんな関係団体の

またサイトにリンクができるということで、情報

発信がなされるというような形でございます。 

  現在までに、５月から始まりまして420件程度

のアクセスがあったということでございます。 

  以上でございます。 

○議長（君島一郎君） 以上で８番、岡本真芳君の

市政一般質問は終了いたしました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 櫻 田 貴 久 君 

○議長（君島一郎君） 次に、１番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） 皆さん、こんにちは、議席

番号１番、みんなのクラブ那須塩原、櫻田貴久で

す。 

  2009年８月、民主党政権を生み出した衆議院選

挙から２年が経過をしました。この間、２人の総

理が生まれ、２回の予算が組まれ、参議院選挙と

統一地方選挙が行われました。東日本大震災と福

島第一原子力発電所の事故という空前の災厄も訪

れました。 

  ６月２日の菅内閣不信任案の採決に端を発した

菅退陣政局は、６月27日に菅直人首相が行った小

幅の官僚人事で最終章を迎えました。その後に、

退陣の条件として明言した特例公債法案、第二次

補正予算案、再生エネルギー特別措置法案の成立

に伴い、新内閣が９月２日に誕生をしました。こ

れがドジョウ内閣であります。 

  民主党政権はこれからも続くのか。政権交代に

より、日本の政治に新たな展望が開かれるという

夢は既に破れてしまいました。政治主導が官僚主

導にかわり、ねじれ国会の運営のために首相が交

代した政権に新しい期待を持つことはできないか

らです。 

  私は、政権交代は民主政治のもとでは当然、そ

して必要な変化であると今でも信じています。だ

が、政権交代によって日本の政治に生まれた新た

な可能性は見当たりません。みんなの党はアジェ

ンダの党です。何をすべきかという政策課題のも

とに覚悟の人間が集まり、大きくなり過ぎた政府

資産を圧縮し、小さな政府をつくる。みんな主役

の成長国家を目指す。経済成長は、ばらまきとい

うカンフル注射でもたらされるものではありませ

ん。企業人や地域の現場の人々のチャレンジ精神

と活力によってこそ実現します。 

  みんなの党成長戦略の根幹は、官僚統制経済、

官による民の支配と中央集権体制、霞が関による

地方の支配からの脱却、すなわち、脱官僚と地域

主権です。みんなの党がどんどん大きくなって、

第３極が第２極となり、遂には第１極になって、

政党ビッグバンを起こす日も、もう間近のような

気がします。 

  それでは、通告に従い市政一般質問を行います。 

  １、震災後のスポーツ施設整備のあり方につい

て。 

  東日本大震災は、本市のスポーツ施設にも少な

からず被害をもたらした。そこで、復旧の現状と

今後の計画において、以下の点についてお伺いし

ます。 

  ⑴本市の震災でのスポーツ施設の被害の状況と

復旧の現状をお伺いします。 

  ⑵震災後のスポーツ施設整備計画についての見

直しはあるか、お伺いします。 

  ⑶少子高齢化の到来、厳しい財政状況などの社

会情勢の変化を踏まえて、すべてのスポーツ施設
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をこれまで同様に維持していくことはできるのか、

お伺いします。 

  また、広く市民の意見をいただき、施設の機能

充実を図る計画はあるか、お伺いします。 

  ４、くろいそ運動場を防災拠点として活用して

みてはどうか、お伺いします。 

  以上、１回目の質問とさせていただきます。 

○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君の質問に

対し、答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（平山照夫君） 震災後のスポーツ施設

のあり方についてですが、私のほうから、⑴から

⑶につきましてお答えをいたします。 

  本市の震災でのスポーツ施設の被害の状況と復

旧の現状についてお答えをいたします。 

  市内の体育施設では、計13件の被害が確認され

ました。このうちくろいそ運動場体育館軒天井の

一部落下、にしなすの運動公園サブアリーナの吹

き出し口損傷、塩原Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館天

井照明のずれ、プールサイド床陥没などの８件に

つきましては、既に修繕が完了しております。残

る５件は、くろいそ運動場体育館外壁ガラスの破

損及びずれ、受水槽の破損、武道館天井の落下及

び塩原Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館の軒天井落下、

それからオイル配管破損ですが、くろいそ運動場

体育館、武道館につきましては、余震等でのガラ

スや天井の落下の危険があるため、現在使用を中

止いたしております。 

  この２施設と、塩原Ｂ＆Ｇ海洋センター体育館

の軒天井落下の修繕につきましては、９月に工事

を発注し、11月に完了の予定でございます。 

  次に、⑵の震災後のスポーツ施設整備計画につ

いて、見直しがあるかとのご質問でございますが、

震災前にあったスポーツ施設整備計画は、平成20

年度に決定した青木サッカー場整備基本計画があ

りますが、基本的に変更はございません。岡本議

員にお答えしたとおり、今後残りの２面を整備し

ていく予定でございます。 

  次に、⑶のすべてのスポーツ施設をこれまで同

様に維持していくことはできるのかについてお尋

ねをいたします。 

  スポーツ施設は、市民のスポーツをすることに

よっての体力の増強、心身の鍛錬、競技力の向上

や仲間づくり、そして健康の増進や維持管理にと

多様な目的を有した重要な施設でありますので、

従来どおり維持管理を図ってまいります。 

  また、広く市民の意見をいただき、施設の機能

充実を図る計画はあるかとのご質問ですが、平成

20年２月に市民に対して、那須塩原市運動・スポ

ーツに関する市民アンケートを実施いたしました。

そのアンケートをもとに、平成21年３月に那須塩

原市スポーツ振興基本計画を策定をいたしました。

その基本計画の中で、スポーツ施設の整備につい

ては、既存のスポーツ施設を計画的に修繕、整備

することによって、施設機能の維持確保を図りま

すと示されております。那須塩原市は、合併して

野球場や体育館等、同じスポーツ施設を複数所有

しておりますので、今後はスポーツ施設全体の整

備計画を策定していきたいと考えております。 

  以上でございます。 

○議長（君島一郎君） 総務部長。 

○総務部長（三森忠一君） 私からは、⑷について

お答えをいたします。 

  くろいそ運動場を防災拠点として活用してみて

はどうかというご質問にお答えをします。 

  防災拠点には、情報収集、伝達のための通信機

器や、緊急時に市民を救援するためのデータの保

管、救援物資の備蓄などが必要となります。この

ことから、現在、本庁及び支所を市の地域防災計

画における防災拠点として位置づけております。 
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  なお、くろいそ運動場につきましては、災害発

生時の自衛隊ヘリコプターの緊急着陸場として設

定されており、今後においてもそのような活用を

してまいりたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） それでは、随時再質問をさ

せていただきます。 

  １番から３番については、一括で質問をさせて

いただきます。 

  昨日の代表質問で、人見議員の代表質問なんで

すが、スポーツ施設の類似している施設の見直し、

検討という企画部長から答弁がありましたが、類

似している施設の検討とはどのようなことか、詳

細に説明をお願いします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（室井忠雄君） 例えば、テニスコート

一つとっても、くろいそ運動場におけるテニスコ

ート、あるいは塩原の家族旅行村ですか、上のほ

うの上塩原地区のテニスコートとダブってござい

ます。 

  それと野球場、あるいは午前中も論議になりま

した河畔運動公園のいわゆるサッカー場と、今般

整備を図る青木のサッカー場、同じような施設。

河畔運動公園については、天然芝等でやられてい

るものでございますが、そのようなダブりがある

という状況でございます。それらについて、今後

教育委員会サイドは、スポーツ施設全体の計画づ

くりということになろうかと思うんですが、また、

行革の観点からも、そういった施設等について検

討を加えていきたいというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） 了解をいたしましたが、せ

っかくですから、野球場の話が出ましたので、そ

こでひとつお聞きします。 

  那須塩原市スポーツ振興基本計画に基づく、特

に野球場においては、本市に幾つあるか。また、

詳しい見直しの計画をお伺いします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（平山照夫君） 野球場といいましても、

いろいろなサイズといいますか、正式というと、

またどれが正式かという話になりますが、きちん

とした野球場と簡易的な野球場等がありますので、

黒磯の運動公園にあります野球場と、関谷南公園

にある野球場等は、ナイター設備等もつけており

ますし、三島運動公園にありますのも、野球にも

使えるというようなことですが、ただ、多目的に

今使っているという状況で、正確に何カ所かとい

うと判定が難しいものですからなんですが、くろ

いそ運動場の野球場につきましては、以前から平

成19年に市の野球連盟あるいは高野連等から陳情

等が出されておりまして、平成20年の３月議会だ

と思うんですが、趣旨採択ということをされてお

ります。 

  また、櫻田議員などから、たびたび一般質問の

中でも触れられておりまして、それらにつきまし

ては、後期計画の中で整備を図っていきたいとい

うような答弁を今までしているところでございま

す。 

  以上でございます。 

○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） それでは、教育部長にお伺

いします。 

  那須塩原市内における野球場で、硬式のボール

を使える野球場と、軟式ボールを使える野球場と

いう区別をしているのか、お伺いします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 
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  教育部長。 

○教育部長（平山照夫君） 硬式野球と軟式野球の

区別をしているかということでございますが、特

段そういった区別はしておりません。 

○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） 後期計画には、前々から一

般質問で要望しておりますラバーフェンスとか、

規格内の野球場ですか、それとかスタンドがある

野球場という要望は十二分に反映しているのか、

その辺の要望は、よくその計画に反映されている

のか、お伺いをします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（平山照夫君） 市の総合計画の後期計

画につきましては、今、策定をしているところで

ございますので、最終的にどうなるかというのは、

これからのことになりますが、教育委員会といた

しましては、くろいそ運動場の野球場につきまし

ては、以前から要望あるいは陳情等出されており

ますので、ラバーフェンスですとか、サイズがレ

フトとライトの右翼、左翼の距離がちょっと短い、

あるいはセンターの関係、それから、防球フェン

スの関係が出ているかと思います。 

  それから、バックネット裏の観客席もつくって

もらいたいという陳情、要望等も出ておりますの

で、それらに向けた計画でいきたいと考えており

ます。 

○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） ようやくいい答弁をもらっ

たような気がしていますが、２番のところで、ス

ポーツの施設整備計画で、青木のサッカー場が２

面、これから整備するよという話ではありますが、

ぜひサッカーと野球を同じレベルで、差別せず考

えていただきたいと思いますが、その辺部長、ど

のように考えていますか。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（平山照夫君） 特別サッカーと野球を

差別しているという考えはございませんで、青木

サッカー場につきましては、ご承知のように、仙

台育英学園から約18万㎡の土地をいただいたとき

に、サッカー場を整備するというようなことで約

束をしたものですから、そちらのほうを今、重点

的にやっているということでございますので、ご

理解いただきたいと思います。 

○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） ありがとうございます。 

  １から３にかけては、この後、私の黒磯高校野

球部の後輩であります大野恭男君が、ご丁寧に質

問しますと思いますので、私同様、丁寧に答えて

いただければと思います。 

  それでは、４番についてでありますが、総務部

長にお伺いをします。 

  ６月の代表質問、みんなのクラブ那須塩原代表、

中村芳隆議員の質問の中で、本市の備蓄につきま

しての説明がありました。震災前の備蓄量として

は、アルファ米とか缶詰パンで4,500食ぐらい、

毛布は全体で950枚程度、タオルにおきましては

3,700枚という報告がありました。今後におきま

して、大体4,500人程度の備蓄があれば足りると

の答弁がありましたが、今もその考えは変わって

いないか。また、その備品を保管する倉庫の建設

は考えているのか、お伺いをいたします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（三森忠一君） ６月議会で答弁しまし

た備蓄量についての考えですが、食料、水等につ

いての考え方の変更はございません。若干今回見

直しをかけましたのは、午前中にも答弁しました

ように、150人１日３食３日分ということで５施
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設、6,750食ということで、その辺の数字的なも

のはちょっと変わっておりますけれども、そうい

った見直しはしましたけれども、基本的な６月議

会答弁した内容とは変わりございません。 

  また、備蓄倉庫については、現在こういった備

蓄品につきましては、本庁でいけば、共英小学校

の教室を借りているという状況にありますけれど

も、あと支所に置いているという状況がございま

す。こういった状況の中で、新たな備蓄倉庫の建

設というのは、現在考えておりません。 

  以上です。 

○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） それでは、計画がなければ

要望をしたいと思います。 

  昨日、植木議員の代表質問にもあった備蓄品の

話ですけれども、備蓄品も保管しておく倉庫をぜ

ひくろいそ運動場の新しくなるであろう野球場の

バックスクリーンの下に、大きな備蓄倉庫をつく

ってもらい、ぜひ市民11万7,000人の防災の拠点

とシンボルにしてもらいたいと思います。 

  野球場もスタジアム化してもらい、ある程度の

収容人数を考え、災害時に避難をしてきても対応

できるような安心・安全な野球場をつくってもら

いたく要望し、この項の質問を終了いたします。 

  続きまして、２番の震災後の観光の現状につい

て。 

  東日本大震災後の３月中旬から４月にかけて、

本市の観光地はかつてない観光客減に見舞われた。

旅館、ホテルの予約が軒並みキャンセルされ、観

光名所は閑散となった。５月の連休は例年並みの

人出があり、回復への期待を持たせたが、その後

は再び低迷していた。 

  ３月から４月には計画停電やガソリン不足など、

全国的な自粛ムードがあった。だが、現在はそれ

は解消している。引き続き観光客減には、東京電

力福島第一原子力発電所の事故が影響をしている

ことは間違いないことから、以下の点についてお

伺いします。 

  ⑴本市の震災後の観光客数と宿泊数はどのよう

に推移しているか、現状をお伺いします。 

  ⑵危機的状況にある旅館、ホテルなどの業界団

体における原発事故の影響と見られる売り上げ減

などについて、東京電力への損害賠償請求を市は

どのように考えているか、お伺いをします。 

  ⑶これからの本市の観光業の展望をお伺いしま

す。 

  ⑷風評被害払拭には、どのような施策があるか。

また、第三者機関などへ安全のお墨つきをお願い

してみてはどうか、お伺いをします。 

  ⑸本市観光業に対し、震災後、官民一体で緊急

支援対策として迅速に対応した。しかし、十分と

は言えない。本市主産業である観光業復興への市

長の決意をお伺いします。 

  以上、１回目の質問とさせていただきます。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（生井龍夫君） ２の震災後の観光

の現状についてお答えを申し上げます。 

  まず、⑴の本市の震災後の観光客数と宿泊数は

どのように推移しているか、現状をお伺いします

との質問にお答えします。 

  観光客数についてでございますが、市が管理す

る観光施設の塩原もの語り館、もみじ谷大吊橋、

板室健康のゆグリーングリーンの利用者数を見ま

すと、ことし３月は、昨年と比較して約60％の減

であります。４月は36％、５月は32％、６月は

24％、７月は20％の減となっていることから、少

しずつ回復に向かっているとは思われます。 

  次に、宿泊の状況ですが、入湯税の申告による

ことし３月と４月の宿泊客数は、昨年に対し約



－123－ 

70％の減、５月、６月は約50％の減となっており

ます。７月、８月については、これから申告で集

計されることになります。 

  次に、⑵の危機的状況にある旅館、ホテルなど

の業界団体における原発事故の影響と見られる売

り上げ減などについて、東京電力への損害賠償請

求を市はどのように考えているかとの質問にお答

えをいたします。 

  去る８月23日、栃木県庁にて、県の主催による

原子力損害賠償に関する説明会が、産業・観光団

体を対象に開催されました。内容は、８月５日に

原子力損害賠償紛争審査会から示されました中間

指針についてでありまして、福島県、茨城県、栃

木県、群馬県の観光業者の風評被害による営業損

害と、その観光業者の勤労者の就労不能に伴う損

害が賠償の対象になるというものでございました。 

  詳細については、現在詰めているとのことでご

ざいます。 

  次回の説明会は、９月上旬に栃木県庁で予定さ

れておりますが、東京電力株式会社では、各地域、

団体から要請があれば、出向いて損害賠償につい

ての説明をするとの意向であることから、市内関

係者や関係団体が要望する場合は、積極的に協力

していきたいと考えております。 

  また、被害者や関係団体等が損害賠償請求する

際には、側面から支援、協力をしていきたいと考

えております。 

  次に、⑶のこれからの本市の観光業の展望につ

いてお答えいたします。 

  先ほど申し上げましたとおり、一部の観光施設

における利用者数や宿泊客数は、少しずつ回復に

向かっていると考えておりますが、現時点におい

ても、東電福島原発事故は収束しておらず、本市

も放射能に汚染されている状況から、昨年までの

観光客入り込み数までに回復するには長期間を要

すると言われます。 

  次に、⑷の風評被害払拭にはどのような施策が

あるか。また、第三者機関などへ安全のお墨つき

をお願いしてみてはどうかについてお答えいたし

ます。 

  これまで風評被害を払拭するため、「やすらぎ

の栃木路」共同宣伝協議会や、栃木県が主催する

観光キャンペーンに参加するとともに、独自のキ

ャンペーン等を開催し、本市の観光地や農産物等

の安全・安心をＰＲしてまいりました。今後は積

極的に観光施設等の放射能線量を測定し、測定値

が高いところは除染などを検討するとともに、そ

うした情報の公開を迅速に行い、本市の観光地の

安全・安心をＰＲしていきたいと思っております。 

  次に、第三者機関などへ安全であるというお墨

つきをお願いをすることにつきましては、そのよ

うな機関があるかどうかわかりませんが、だれに

でも安心していただけるよう、必要な対策を考え

てまいりたいと思います。 

  次に、⑸の本市主産業である観光業復興への市

長の決意はとのご質問にお答えいたします。 

  ３月11日の東日本大震災後の対応として、４月

には緊急経済対策を実施いたしましたが、これま

での対策で十分であるとは考えておりません。今

後は本市観光業の復興に向けて、引き続き誘客対

策として、各種の観光キャンペーン等には可能な

限り参加するなど、関係団体と一丸となり、安

全・安心をＰＲしてまいりたいと考えております。 

  また、市放射能対策本部のもと、市内観光地の

放射能汚染の状況を把握し、状況に応じて除染な

どの検討や、その公表に努めてまいりたいと考え

てございます。 

  以上です。 

○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） それでは、随時質問をさせ
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ていただきます。 

  まず最初に、宿泊客の減少の原因は、率直に部

長、何が原因だと思いますか、お伺いします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（生井龍夫君） 原因と言われます

と、その時期時期によってあるかと思いますが、

まずは震災後、原発事故も含めまして、全国的に

消費マインド、それが急激に落ち込んだと。それ

が一番最初の原因かなというふうに思っておりま

す。 

  その後、私どもだけでなくて、全国でいろいろ

な対策等もなされておりまして、それでもなかな

か回復しないということにつきましては、ただい

まの消費マインドの問題もありますけれども、当

地域につきましては、やはり放射能関係で、マス

コミあるいは週刊誌、月刊誌等でいろいろな書か

れ方もしてございますし、インターネット上でも

いろいろな情報が飛び交っているということもか

なり原因をしているんではないというふうに、私

どもとしては考えてございます。 

○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） それでは部長、宿泊客の落

ち込みの原因である放射線量が微量かつ政府の安

全基準内だったとしても、この地は放射能汚染が

存在することは事実であると思います。十分その

ところを認識していることと思いますが、今後こ

の事実が、本市の観光客数と宿泊客数にどのよう

に影響するか、部長にお伺いします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（生井龍夫君） 先ほども申し上げ

ましたとおり、かなりの影響があると。先ほどの

質問の答弁の中のようなものですね。特に夏休み

は家族連れといいますか、子ども連れのお客さん

が多いという中で、この夏は子ども連れは約半分

程度に落ちたということで聞いてございます。そ

のようなことで、やはり放射能の関係については、

まだまだ塩原温泉地区、板室温泉地区、標高が高

いところは、今、議員もおっしゃられましたよう

に、汚染されているという中では、比較的線量は

少ないところでございまして、その旨のＰＲ等も

しているわけでございますが、やはり影響が大き

いというふうには考えてございます。 

○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） 部長、那須温泉であれば、

家族が一緒にくつろげるような施設がたくさんあ

って、家族が、ファミリーが減ったなという実感

をすると思うんですが、板室温泉、塩原温泉に限

っては、家族というよりは、どちらかというとお

年寄りの方が保養に来るような、そういった湯治

のイメージもあるところで、今の部長が言った、

ファミリーが減っていますよという事実は、本当

に部長、検証したんでしょうか、その辺をお伺い

します。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（生井龍夫君） 今回ご質問をいた

だいているということもございまして、通常の宿

泊客数につきましては、年間まとめて統計等をと

っているところでございます。 

  それと、毎回、それではちょっと余りにもとい

うことで、入湯税の申告、これについては申告税

でございますが、その状況ということで、市のほ

うでは宿泊ということで把握をさせていただいて

おりますが、今回、塩原温泉につきましては、旅

館協同組合さん等にお聞きを申し上げたと。その

中で、例年に比べて、昨年等に比べて、子ども連

れの客は約半分程度だというふうにお聞きをした

ものですから、そのようにお答えを申し上げたと
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いうことでございます。 

○議長（君島一郎君） 質問の途中ですが、ここで

10分間休憩いたします。 

 

休憩 午後 １時５９分 

 

再開 午後 ２時０９分 

 

○議長（君島一郎君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

  １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） １項の質問は終了させてい

ただきます。 

  続きまして、⑵ではありますが、先ほど、部長

のほうから答弁がありました、東京電力への損害

賠償請求の本市が考えるサポート、サポートをし

ますという答弁をもらいましたが、本市が考える

サポートとはどういうものか、お伺いします。 

  また、それは、弁護士さんのあっせんですとか、

そういったものなのか、その辺も詳しく説明をお

願いします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（生井龍夫君） 東電への損害賠償

のサポートということで、その内容ということで、

ご質問いただきました。 

  観光業関係につきましては、観光業者、旅館、

ホテル等はもちろんでございますが、間接被害と

いうことで、旅館等に出入りしている業者さん、

そういうものも含めて間接被害の営業損害という

ことで対象になるというふうな中間指針の内容で

ございまして、この請求の実際の仕方といいます

か、農産物等につきましては、ＪＡの中央会が栃

木県で一本化して、ＪＡの組合でなくても個人で

やられている方についても、最終的にはＪＡのほ

うに委託をして、委任をして、一本化という流れ

の中で行われているわけでございますが、先日の

県でありました産業観光団体の説明会の中では、

まだ具体的にどういう形で損害賠償請求をしてい

くのかと。観光団体あるいは商工業団体といいま

すか、市内、那須塩原市でいいましても一本化と

いいますか、そういう状況ではない中で、どうい

う形でなっていくのかなと、あるいは、そのとき

に、私ども新聞記事で見た中では、個人個人でも

その個別、個別でも請求ができるのかとか、いろ

いろな質問が飛んだというふうに聞いてございま

す。 

  そのようなことで、那須塩原市内のその関係業

者といいますか、関係の方がどういう形で請求を

希望されるのか、それがちょっと見えておりませ

んので、具体的なサポートの内容というものにつ

いても、私どもでもちょっと決めにくいといいま

すか、考えにくいところがございますが、農業の

関係につきましては、個人で請求をしたいという

方については、請求書をつくりたいという方につ

いては、様式をご案内差し上げたり、書き方、あ

るいは、どんなふうな書類を添付したほうがいい

のかとか、そういうものについてサポートもして

ございますので、そのような展開になるようなこ

とも想定はしてございます。 

  まだ、具体的には、ちょっと私どもについても

今のところイメージがわいてございません。 

  その中で、弁護士等のあっせん、どうなんだと

いうふうなお尋ねもいただきました。これについ

ては、かえって、商工会さん、あるいは県連も含

めました中で、いろいろな経理関係やら、そうい

う専門家といいますか、そういうおつき合いとい

うのは、それぞれの団体さんのほうが、今までの

もろもろの中であるのかなというふうに市のほう

では考えてございます。ということで、市のほう
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では、特に弁護士さん等のあっせんとか、そうい

うものについては、現在のところは想定はしてご

ざいません。 

  以上です。 

○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） 今の部長の説明ですと、非

常にわかりづらいんですね。ぜひ、東京電力の人

を那須塩原市において呼んでもらって、文化会館

等を貸し切ってもらい、その辺で説明をするとい

うことを約束していただければと思うんですが、

どうでしょうか、お伺いします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（生井龍夫君） 約束ということで

ございますが、先ほどの１回目の答弁で申し上げ

ましたとおり、東電のほうでは、各地域あるいは

団体等から要望があれば、要請があれば出向いて

説明はしたいということでございますので、市内

の各関係者の方がそのようなことで、強い要望等

があれば、そういう市が主催という形になるかど

うかはわかりませんが、その説明会のセッティン

グ等については、市のほうでもかかわっていきた

いかなというふうには考えてございます。 

○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） 市が主催でなくても商工会

並びに観光協会等と十二分な打ち合わせをして、

早急にその辺の対策を立ててもらいたいと思いま

すが、報道によりますと、９月12日からの受け付

けで、10月いっぱいには支払いをすると報道され

ていますが、今までにこのことについて、どのく

らいの問い合わせがあったか、お伺いをします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（生井龍夫君） 問い合わせという

ことでございますが、市のほうに問い合わせとい

うことでは、私ではちょっと報告は受けてござい

ません。 

  ただ、それぞれの団体等については、多分ある

のかなというふうには考えてございます。 

○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） それでは、部長、各団体と

この東電の損害賠償請求については、説明会を持

ったり、話し合いを持つということではあります

が、今後、どのように連携をしていくのか、最後

にもう一度お聞きします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（生井龍夫君） 先ほど申しました

ように、商工会あるいは観光協会等々、市内に一

本化していないと言うとちょっと語弊がございま

すが、団体が幾つもございますので、まずは、そ

のそれぞれの団体がどういう意向であるかという

ことを市のほうでも知りたいということもござい

ますので、今度は細かい請求書の様式とか、そん

なものが示されるのではないかというふうに予想

をしてございますが、その段階で、県でもう一度、

開くということでございます。 

  それを受けまして、先ほどの問い合わせ等もま

だはっきりした細かいところが決まっていないと

いいますか、そういう状況なので、ちょっと動き

出しがないのかなというふうにも考えてございま

す。その２回目の県の説明会の後で、市としても

それぞれの団体がどのようなお考えで請求に臨む

のかということを当然知りたいといいますか、そ

のように考えてございますので、まずは集まって

いただくとか、そういうことも考えておりますの

で、そこから、その中で、市のほうでどういうふ

うなサポートが求められているし、できるのかな

ということで、詰めていきたいというふうには考

えてございます。 
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○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） 部長、ほんとにできるだけ

素早く迅速に対応してもらい、わかりやすく商工

会、観光協会等と連携をとってもらって、この損

害賠償請求については、前向きに考えていただき

たいと思います。 

  先ほど、山本議員の質問のところにありました

が、商工会の回答で、この放射能どうのこうので

被害はなかったというような答弁をしていました

が、こういうことを考えると、宿泊業者も商工会

員であります。ということは、部長の認識が少し

間違っていたのではないか、もしくは、商工会の

判断が間違ったいたのかどうかわかりませんが、

部長、その辺で、今後、この観光業に携わってい

く重鎮としての考え方をよくお聞きしたいのであ

りますが、先ほども言ったように、この地域は、

放射能に少なかれ多かれもう汚染されている地域

でありまして、放射能の問題は、本当に避けて通

れないし、放射能汚染による観光業へのマイナス

の影響は、どれだけの規模でいつまで続くのか、

また、短期的、長期的、観光業の被害を考えると、

部長、どのようにこの今言った観光業、考えてい

るか。３番の展望と同じなんですが、その辺の考

えをお伺いします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（生井龍夫君） 先ほどの山本議員

に対する答弁の中で、ちょっと認識が違うのでは

ないかというふうなご指摘をいただきました。 

  答弁の中で、産業全体についての影響というご

質問でございましたので、前段で、観光業につい

てはこういう状況ですよと。観光関連の業種につ

いては、以前、厳しいというふうな答え方を申し

上げまして、そのほかの、特に工業面でというこ

とで、商工会とのお話ということで申し上げまし

た。それについては、先ほどもちょっと申し上げ

ましたが、福島県では、今でも取引が絶たれてい

るとか、あるいは商品が入ってこないとか、そう

いう状況があると。そういう状況については、本

市についてはないんだというふうな認識で私のほ

うでは答弁したつもりでございます。 

  そういうことで、観光業、今後、どうなんだと

いうふうに、また再質問いただきましたが、先ほ

ど、第１回目でお答え申し上げましたように、全

国的な傾向といいますか、ということもございま

すが、何と言っても当市の主要産業の一つという

ことでございますので、粘り強く、その第１番目

の対策としましては、やはり放射能汚染に対する

対策を速やかに実施をして、マスコミ等のいわれ

のない報道、そういうものを払拭していかなけれ

ばならないのではないかと、そのようには考えて

いるところでございます。 

○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） 放射能汚染による観光業の

マイナスの部分は、本当にどれだけの規模で、先

ほども申したように、いつまで続くのか、本当に

出口のないトンネルのような、何となくそんなよ

うな気もしますが、部長の口で言うのは、何とな

く簡単だと思うんですね。 

  しかし、先ほどから言っていますように、ここ

は放射能で汚染されている地域なんですよ。放射

線量が高い、低いという以前の問題で、もう放射

能の部分が飛散しまして、非常に厳しい状況にな

っているのは、データ的に見ても、今までの３月

11日から今日まで経過している観光業のマイナス

にとって、やっぱり放射能汚染が非常に影響して

いるという部分は、間違いない原因だと思ってい

ますので、ぜひ、ここの辺も部長なりの観光業の

展望は、お伺いしましたが、より深刻にこの事実

を真摯に受けとめて、一日も早く観光業が復活で
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きるよう施策をとってもらいたいと思います。 

  続きまして、４番の再質問に入りますが、本市

でも過去に例のない放射能被害を前にして、安全

基準の数値自体が専門家の間でも揺れ動いている

様子が国民にも筒抜けになっている状況で、安全

とされる数値を振りかざすことのみで、この地は

安心・安全だと実証することは無理だと思います

が、部長、その辺はどう考えていますか、お伺い

します。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（生井龍夫君） 今、櫻田議員おっ

しゃるとおりでございます。 

  特に、私どもで紹介をしております施設につき

ましては、観光施設ということでございまして、

即その営業といいますかに直結する施設もたくさ

んございます。そういう意味では、きのうから国

といいますか、除染のガイドラインとか、いろい

ろな話が出ておりますが、産業観光部内といたし

ましては、もう前から何とか除染等について対応

できないかということもございまして、部内でい

ろいろ検討したり、一部実証してみたりはしてお

ります。 

  そのような中で、今回、市を挙げての放射能対

策本部ということが設置されましたので、その中

で十分に、今まで産業観光部で対応してきた状況

等も申し上げながら、対策等をとっていきたいと

いうふうに考えてございます。 

  特に、先ほど言いました集客施設、その滞在時

間等は、学校とか保育園等に比べまして、そんな

に長くは滞在しないかなというふうには思います

が、それにしても、そういう数字を聞いただけで、

もうここは寄らないとか、そういう状況も観光施

設の場合に、十分、今までありましたので、基準

等についても、できればその統一的なものではな

くて、その場所場所といいますか、施設等の性格

に応じて対策をとっていければなというふうには

考えておるところでございます。 

○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） ただいま部長の答弁にもあ

りましたが、部長、もしかすると、ここは風評被

害ではなく実害被害になっているような気がする

んですが、放射能の汚染について、風評被害だけ

で片づけていいのか、もしくは今、部長の答弁を

聞いていると実害被害のような気がしているんで

すが、その辺はどう考えているか、お伺いをしま

す。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（生井龍夫君） 原子力発電所の事

故によりまして放射性物質が拡散して本市のいろ

いろなところに降り積もっているということにつ

きましては、それが原因である被害については、

実害というふうに私どもも認識はしてございます。 

○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） それでは、風評被害の払拭

に一つ視点をかえて、保健福祉部長にお伺いしま

す。 

  今後、内部被曝に関するリスクがメーンになる

ことと思いますが、内部被曝に関するリスク情報

は個別品目だけでなく、食生活トータルとしての

見通しとし、長期的な健康被害におけるリスクの

開示が重要だと思います。 

  例えば、この内部被曝量だと100人中の何人が

新たにがんになるかといった可能性があるといっ

た形で、内部被曝レベルごとの健康被害の確率を、

少なくとも成人と乳幼児別にはっきりと提示する

ことが必要だと思いますが、本市の考えをお伺い

します。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 
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  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（長山治美君） 内部被曝における

リスク開示ということなんですけれども、内部被

曝といいますと、一番大きいのは食品から摂取す

るということになるかと思います。 

  食品については、放射能に汚染された食品の取

り扱いについてということで、厚生労働省のほう

から通知が出ております。 

  食品衛生法の基準の中で、暫定基準値というも

のが発表されているわけですけれども、それらを

クリアしたものが、現在、市場には出回っている

という認識で、午前中、学校給食の関係でも、そ

れらクリアされた食材を利用して給食していると

いう回答があったかと思いますが、給食にかかわ

らず、市民全体が食しているものについては、そ

のようなもの、それが今の時点では安全だとしか

言いようがないというか、市独自でその辺の基準

を決めるということは、これはまたなかなか難し

い問題であるかと思います。 

  今後とも、国とか、その基準値の発表の動向、

もしくは、いろいろな農産物の線量の把握とかに

ついて、注意深く見守りながらやっていきたいと。

それについて、市民の皆さんもいろいろとさまざ

まな情報が飛び交っておりますので、必要があれ

ば、今後、放射能対策本部のほうでも検討を加え

ながら、市民全体で勉強会をするなり、認識を同

じにしていくような努力を、今後、我が部のほう

でも検討してまいりたいというふうに考えてござ

います。 

  以上です。 

○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） ありがとうございます。 

  それでは、風評被害払拭には、情報の伝え方に

おいては、もはや信頼を失っている政府発表では

なく、国際原子力機関、ＩＡＥＡや世界保健機関、

ＷＨＯのような第三者のお墨つきを活用すること

が不可欠だと思いますが、その辺のところをどう

考えているか、お伺いをいたします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（生井龍夫君） 今、お尋ねのＩＡ

ＥＡ、ＷＨＯのほうに直接、こういうお墨つきを

いただけるのかという問い合わせ等はしてござい

ませんが、お墨つきがもしいただけるのであれば、

いただけるような対策といいますか、先ほど申し

上げましたように、だれにでも安心していただけ

るような対策、必要な対策ということでございま

す。 

  それについては、今まで議員もおっしゃってい

ましたように、国の基準がこうだから大丈夫です

よと、そういう言い方では、もう当然通用しない

というふうに私どもも認識をしてございますので、

そんなようなことで考えているところでございま

す。 

○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） それはなぜかというと、チ

ェルノブイリ事故の当時で、スウェーデンでも観

光市場がその事故の後にＷＨＯの安全宣言に基づ

き、官民一体で実施した利用促進キャンペーンが

あって、そういった部分で成功したという事例が

あるわけですね。 

  ただ、今ここは、まだ放射能汚染が片づいてい

るわけではありませんが、ぜひ、風評被害、風評

被害のその風評なんですが、部長、よくないうわ

さなんですよ。そういったものを、例えば市長が

安心・安全だと言っても、知事が安全宣言をした

としても、まだ、この原発の事故が収束していな

いところで、どうのこうのというのは愚問になる

と思うんですが、ぜひ、今、この本市の置かれて

いる立場はとてつもない厳しい状況だと思うし、
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６月に質問したときには、もう、リーマンショッ

クの後よりも厳しい経済状況なんだと。そういっ

た部分で同じ認識をしているわけですから、国際

原子力機関とか、ＷＨＯの話が全然大きな話では

なく、やっぱりこの辺から、お墨つきをもらわな

い限りは、到底、この地が安心・安全だという、

何ていうか、場所だというのは、非常に厳しい状

況だと思うんですね。 

  だから、今はこういったＩＡＥＡとかＷＨＯの

ところに、こんな活用の仕方もありますよという

ことだけを頭に入れてもらい、ぜひ、この原発の

事故が収束したときには、そういったものをもう

一度考えてもらうように努力をしていければと思

います。 

  そういったお墨つきでもない限りは、この地は

あと数年かかっても、数十年かかっても非常に厳

しい状況なのかなという気はします。先ほど言い

ましたように、この地域はファミリーの客が来て

盛り上がる観光地でございます。ということは、

やっぱりこういうことが解決しない限りは、まだ

まだ、近隣の観光地もそうだと思うんですが、板

室、塩原温泉、そういったところもにぎあわない

ということになれば、観光業に従事している産業

もまだまだ日の目を見ないような気がしますので、

ぜひ部長には、この風評被害払拭には、こういっ

たものも活用できるようなことを用意してもらい

たいと思い、要望も含めまして、４番のこの質問

を終了させていただきます。 

  続きまして５番になりますが、市長の決意をお

聞きいたしました。３月11日に発生の震災におい

ては、４月に緊急対策事業を対応したと。これで

終わりだと思っていないと。可能な限り対応して

いく、放射能汚染については、除染を前向きに考

えていくという決意をもらいましたが、改めて、

私のこの２番の一般質問で、いろいろな観光業の

この厳しい状況と、それとか東京電力に対する損

害賠償請求ですとか、風評被害の払拭ですとかと

いういろいろな質問をさせていただきました。 

  最後になりますが、市長の観光業復興への決意

を改めてお聞きしたいと思います。 

  よろしくお願いします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（栗川 仁君） ⑵の質問ということで、全

体的な話の中でということで、ご質問にお答えし

たいと思っております。 

  さまざまな質問が出ております。私も質問して

いることも十分理解をするわけでございますけれ

ども、当然、この地域、放射能で汚染されている

地域というふうに私も認識をしております。そう

いう中で、市民の安全をどう確保するかというの

は、本当に大きな問題というふうに思っておりま

す。 

  産業全体からも考えなければならないし、また、

一個一個の個人的なものということになりますと、

先ほども話が出ましたように、健康管理の中で、

大人、子どもの基準をどうするのかという、そう

いうことで、市の基準を決めたらという話をして

おりますけれども、私ども、基準を決めるだけの

まずノウハウを持っておりません。そういうこと

で、さまざまな識者の意見等をいろいろな形でと

ってあれしておりますけれども、それもその人、

その人の考え方で、国の基準も示されない、そう

いう識者の中での具体的な、総体的なまとめも出

ておらないという中で、市にその基準を決めろと

言われても、私どもとしては、決める手だてがな

いというのが現状だというふうに思っております。 

  しかし、そういう中にありましても、やはり生

活環境を守っていかなければならないという基本

的な考え方は、多分、議員も私も変わりはないと
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いうふうに思っておりますし、先ほど話が出てお

りますように、直接被害をこうむっておる部分も

ございますし、風評と言われておる被害もござい

ます。しかし、受ける側からいえば、風評であれ、

直接被害であれ、被害には私は変わりないという

ふうに思っております。 

  そういうことで、先ほどもお話がありましたよ

うに、観光地の線量については、平たんな部分よ

りはかなり低いという認識をしております。そう

いう中で、やはり観光地を安全なんだという宣言

をしていくにしても、先ほど話がありましたよう

に、さまざまな情報が飛び交っております。当然、

リーマンショックでの産業全体の落ち込みという

ものがあったところに今回の災害ということで、

原子力の発電所の爆発ということから、さらにそ

ういう被害をこうむっておるという状況でありま

すので、当然、私どもとしては、被災地の中で、

どういう安全な方法で市民の生活を守っていくか

ということになってくるんだろうと思っておりま

す。 

  先ほど話しましたように、さまざまな状況は私

ども伺っておりますし、その対応等について、こ

れをやれば間違いないですよというような対応と

いうのは、なかなか見出してこられない。 

  当然、先ほど話がありましたように、国は基準

で決めて、その中での食品の安全基準はこれです

よという形で、１個１個のものは決めております

けれども、全体に及ぼす総体のものというのは、

先ほど言いましたように、私どもとしては、推測

のしようもない状況下にございます。 

  いずれにいたしましても、そういう中で、市民

生活を安心・安全の方向に示していくということ

になりますと、本当になかなか行政対応も私とし

ては難しい局面を迎えておるというふうに思って

おります。 

  そういう中で、対策本部等も設置をいたしまし

て、個々のものについての対応というものを今後

していかなければならないのかなというふうに思

っておりますので、十分、理解のほどをお願いを

いたしまして、私としての地域全体の安心・安全

を確保していく考えでおりますので、ご理解のほ

どお願い申し上げたいというふうに思っておりま

す。 

  以上でございます。 

○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） 市長、答弁、ありがとうご

ざいます。 

  今の状態は、ポパイがホウレンソウを食べたよ

うな状態になっています。この勢いで３番の項の

質問に入らせていただきます。 

  震災後の経済復興策について。 

  福島第一原発事故による風評被害からの復興に

向けた「がんばろう那須塩原！プロジェクト」

（那須塩原市の経済復興と市民の元気、誇りの回

復の施策）のさまざまな取り組みを関係団体と連

携しながら展開してみてはどうか。 

  また、本来の那須塩原市の復興、元気な那須塩

原市への立て直しのために、市民一人一人の理解、

協力、参加が必要と思われることから、以下の点

についてお伺いします。 

  ⑴福島第一原発事故により、本市の畜産やその

関連産業分野に甚大な影響を及ぼしたが、その被

害の現状をお伺いします。 

  ⑵福島第一原発事故により本市の観光や商工業

などの分野に甚大な影響を及ぼしたが、事業継続

や雇用、生活不安など、迅速に対応しなければな

らないさまざまな課題にどのように対応したかお

伺いします。 

  ⑶本市では、産業を早期に回復させるとともに、

市民の不安を払拭し、元気を回復させることが最
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も重要であると考えるが、今後とも国や県に必要

な支援策を要望するとともに、関係団体と連携し

ながら、市民一人一人の理解や協力、参加による

市民総力戦で復興に取り組んでいく考えはあるか、

お伺いをします。 

  ⑷「がんばろう那須塩原！プロジェクト」とし

ての官民一体となった取り組みについてお伺いし

ます。 

  以上、１回目の質問とさせていただきます。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（栗川 仁君） 櫻田貴久議員の市政一般質

問にお答えをいたします。 

  ３の震災後の経済復興について、順次、お答え

をさせていただきます。 

  ⑴の福島第一原発事故により、本市の畜産や、

その関連産業分野に甚大な影響を及ぼしたが、そ

の被害の状況についてお答えをいたします。 

  畜産業における被害としては、まず、牧草等の

給与と放牧の制限が上げられます。国では、牛の

種類ごとに粗飼料中の放射性物質の暫定許容値を

定めており、それに伴い、調査を実施いたしまし

たが、本市の牧草が給与可能となったのは、６月

29日以降の牧草からであり、４月27日に行った最

初の調査から２カ月もの時間がかかり、その間、

農家においては代替飼料の調達を余儀なくされま

した。 

  さらに、牛肉からの放射性物質が検出されたこ

とにより、８月２日には、すべての牛の出荷と移

動が制限されました。そのため、繁殖農家への影

響としては、根拠が乏しい風評により、和牛子牛

の取引価格において７月の取引平均価格が38万

5,924円で、前年同期に比べ、３万3,383円の下落

となりました。 

  また、肥育農家への影響としては、出荷適齢期

を迎えても出荷ができなことにより飼養期間の延

長をやむなくされ、えさ代の経費の増大はもとよ

り、枝肉相場にも影響があり、７月の取引平均価

格は88万4,000円で、前年同期より５万円の下落

となりました。 

  なお、現在までの東京電力に対する本市の損害

賠償請求額は、酪農と和牛合わせて約９億1,500

万円であり、仮払いは、約３億1,000万円となっ

ております。 

  また、乳製品や畜産加工品、さらには外食産業

への影響と被害についても、その関連業務と影響

範囲を特定することができないため、被害の状況

を把握することはできませんが、多大なものにな

るものと考えております。 

  次に、⑵の福島第一原発事故により、本市の観

光や商工業などの分野に甚大な影響を及ぼした

が、事業継続や雇用、生活不安など、迅速な対

応をしなければならないさまざまな問題にどのよ

うに対応してきたかについて、お答えをいたしま

す。 

  ６月の議会でお答えいたしましたように、４月

には融資枠15億円の大震災緊急支援資金の創設、

総額１億円のキャッシュバックキャンペーンなど

を盛り込んだ緊急経済対策を実施をいたしました。 

  ８月上旬に大震災緊急支援資金利用者に行った

アンケートでは、約５割の企業が借りた後の業況

は、「平常まで回復」、または「回復しつつあ

る」と回答しておることから、一定の効果は上が

ったものと考えております。 

  また、雇用の状況でありますが、平成23年７月

の黒磯ハローワークの有効求人倍率が0.6に、同

月の大田原ハローワークでは有効求人倍率0.64倍

と、震災後の４月に比べますと改善傾向にありま

すが、依然厳しい状況下にあると認識をいたして

おります。 
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  このようなことから、９月補正に緊急雇用創出

事業、7,044万1,000円を計上させていただきまし

た。内容につきましては、事業数15事業、雇用人

数30名を予定しております。 

  次に、取り組みについてのご質問でありますが、

⑶、⑷は関連がありますので、あわせてお答えを

いたします。 

  東電福島第一原発事故の収束の見通しが立たず、

事故に伴う放射能汚染等への懸念が払拭されない

ことや、事故後の本市の放射能汚染に関する報道

等が事実誤認も含め、センセーショナルに行われ

たことから、当市の産業経済への影響は極めて深

刻な状況にあると考えております。 

  放射能問題が及ぼす影響は、長期になることが

予想されることから、市では、放射能対策本部を

立ち上げ、具体的な対策を検討、実施してまいり

ます。 

  また、市内の農業、観光業、商工業及び消費者

団体で構成する農観商工連携推進協議会でも東電

福島第一原発事故の影響による被害をこうむって

おる農業、観光業、商工業の復興に向けた事業を

実施することとなっております。 

  今後は、こうした関係団体も取り込んだ中での

他地域の事業なども参考にしながら復興に取り組

んでまいりたいと考えております。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） それでは、随時再質問させ

ていただきます。 

  まず最初に１番の項からですが、本市の稲わら

からはどのくらいの㏃が検出されたのか、お伺い

をいたします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（生井龍夫君） 本市の稲わらとい

いますか、例の汚染稲わらのことかなというふう

に思います。それにつきましては、人見議員にも

お答えしまして、13戸で保有等をしておりまして、

いわゆる問題になっているのは8,000㏃以上の高

濃度に汚染された稲わらということで、13戸とい

うことでございまして、ということは8,000㏃か

ら、一番高いのは35万㏃という数字も出ています。 

  以上です。 

○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） 畜産に与えた被害の総額は

９億1,500万という、今、市長からの答弁があり

ましたが、本市の畜産の総生産額は、幾らなんで

しょうか、お伺いします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（生井龍夫君） その生産額の数字

は今持ってございません。 

  先ほどの９億1,000万につきましては、人見議

員のところでお答えしたんですが、肉用牛につい

ての被害については、７月、８月以降ということ

で、これから取りまとめになりますので、先ほど

の数字については、牧草、一番草が食べさせられ

なかったことに伴う被害と、それから和牛の子牛

については、前から値段が下がっておりまして、

その子牛の値段の差ということでございます。 

  肉用牛については、これから被害の金額がまた

出てくるというふうなことです。総生産額の数字

については、ちょっと正確に持ってございません

ので、申しわけございません。 

○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） それでは、出荷停止が解除

された牛についてなんですが、現状、どのくらい

の商品が戻ってきているかお伺いをいたします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 
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○産業観光部長（生井龍夫君） 消費についての動

向ということでございますが、これについては、

把握してございません。出荷再開が８月29日が実

質第１回目の出荷ということで、基本的には、県

内３つの屠畜場ですべて処理をするということが

原則でございまして、１日当たり53頭が、その後

の検査の体制等も含めまして、県の計画ではその

ようになってございます。 

  それで、その29日の初日、本市の農家から１頭

が那須地区食肉センターに出ておりまして、それ

については、検査のほうはパスをしているという

こと、それ以降のデーターについては、ちょっと

持ってございません。 

  それと、消費ということになりますと、ちょっ

とわかりかねております。すみません。 

○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） 答弁、ありがとうございま

す。 

  それでは、最後になりますが、畜産農家への経

営指針について。 

  具体的な政策を行ったと思いますが、追加で

「がんばろう栃木」の枠が大きくなったりとか、

また、出荷できないところに、農家につなぎの融

資等の申し込みがあったりとかという現状はどの

ような現状なのか、説明をお願いします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（生井龍夫君） 畜産農家に対する

支援ということでございますが、先ほども、制度

上は、今、議員おっしゃいましたように、「がん

ばろう栃木」の農業緊急支援資金、これの本市の

栗川市長が要望等も活動もしまして、先月から、

専決処分ということで、早目の対応ということで

枠が拡大になったり、償還期間が延びたというこ

とがございます。 

  そのほか、それに伴って、市でもその分の応分

の負担をしていくわけでございますが、畜産とい

うことではなくて、今のところは、きのうもお答

えしましたように、耕種農家で、１戸の農家がこ

の市内では資金を利用しているという状況でござ

いまして、畜産農家、特に肉用牛の関係につきま

しては、これから枠が拡大になった中で、出てく

るのかなというふうに考えてございます。 

  そのほか、県で単独で１カ月間、出荷待機が及

ぶだろうということで、１カ月分のえさ代１万

8,000円とかの支援をしてございます。これは市

が直接は関係はしてございませんが、以上でござ

います。 

○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） それでは、２番の項の質問

に入らさせていただきます。 

  さまざまな課題に取り組むいろいろな対応をし

てきました。１億円のキャッシュバック、緊急支

援雇用の改善対策など。しかし、今後、それらの

取り組みは、福島原発の事故が長期化すればする

ほど、経済状況が冷え込むと思いますが、反省点

と、また今後の課題、そしてまた、今後、新たな

政策を打つのか、その辺のところをお伺いします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（生井龍夫君） 緊急経済対策、ま

だ一部実施中のものもあるんですが、キャッシュ

バックキャンペーンと緊急支援資金については終

了したということで、それらについて、反省とい

いますか、先ほども市長の答弁の中にありました

ように、緊急支援資金を利用された業者、企業の

皆様方に、２カ月半、３カ月たった時点というこ

とでございますが、市のほうでアンケートを行っ

てございます。その中では、同じ業界といいます

か、同じ業種の中でも、片方は、おかげさまで戻
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りましたと、戻りつつあるよという方もいますし、

逆に、いや、まだまだですよという方もいるとい

うことで、同じ業界でも。そういうことで、まだ、

そのはっきりとした効果というものについては、

ちょっと評価ができないのかなということでござ

います。 

  それを踏まえて、今後どうするんだということ

でございますが、議員がおっしゃいましたように、

原発の事故の関係、福島の原子力発電所もまだと

まっていないといいますか、どういうふうになる

かわからないということもございますが、先ほど

から出ておりますように、今、本市の市内が汚染

地帯になってしまっているということもございま

す。それら等々も考えながら、関係団体と今後、

長期戦になるという覚悟を持ちまして、対策を、

先ほど言いました、私どもの所管でいいますと、

農観商工連携推進協議会、そのような場を通しま

して、先ほど言いましたような対策等も打ってい

きたいというふうに、経済状況の把握ももちろん

ですが、しながら打っていきたいというふうに考

えているところでございます。 

○議長（君島一郎君） 質問の途中ですが、ここで

10分間休憩いたします。 

  

休憩 午後 ３時００分 

 

再開 午後 ３時１０分 

 

○議長（君島一郎君） 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（生井龍夫君） 先ほど、畜産業関

係の歳出額につきまして、ご質問いただきました。 

  統計上は、国の統計資料で毎回答えているわけ

でございますが、農林省のほうの地方といいます

か、組織の改編ということもございまして、農業

関係の統計につきましては、平成18年で終了して

いまして、その後、数字がございません。その平

成18年の数字で申し上げますと、生乳関係が108

億2,000万、それから肉用牛が20億という数字で

ございます。 

○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） それでは、本市の観光物産

のイメージ回復、新たに景気雇用対策などに積極

的に取り組む姿勢はあるか、また、積極的に取り

組むのであれば、スピード感を持った対応が必要

だと思われるが、本市の具体的な対応をお伺いい

たします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（生井龍夫君） 先ほど来市長の答

弁にもありましたけれども、緊急雇用創出事業と

いうことで、今年度、当初予算でももちろん措置

はされているわけですが、緊急ということで、９

月補正予算に15事業、30人の雇用ということで、

提案を申し上げておりますところでございます。 

  その中には、先ほど言いました観光関係の風評

被害対策ということで、ふるさとイベント出前キ

ャラバン事業等もございます。さらには就職困難

者の就労サポート、あるいは昨年、観光協会さん

で実施をされました産学官連携ということで、大

学のゼミ対抗のプレゼン大会、そんなものも仕組

んでいくというふうな予定になってございます。 

  そのようなことで、市の事業としては考えてご

ざいます。 

  そのほか、先ほども市長の答弁にありましたよ

うに、有効求人倍率、これにつきましては、３月

が一番最悪だったんですが、４月、５月、６月、

７月と回復傾向にはあるということでございまし

て、引き続き、ハローワーク等と情報交換をしな
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がら、市内の状況等についても把握をしてまいり

たいというふうに考えてございます。 

○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） ただいま説明がありました

が、３月11日以来、事業の継続に伴って、雇用助

成金等の申請に伴い、雇用が大幅に―雇用とい

うか、失業した方が大幅に出たと思いますが、そ

の辺の大震災の現状が今までどのような形で影響

しているかということは、本市、当局として、雇

用に関してもう少し詳しく実情を把握している、

今の現状の実情を詳しく説明してもらいたいと思

いますが、よろしくお願いします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（生井龍夫君） もう少し詳しくと

いうことでございますが、残念ながら、詳しくは

私は把握してございません。ハローワークから毎

月、業務の報告、統計月報等をいただいている中

で把握しているにすぎませんので、その国の労働

関係の支援策、雇用調整金ですとか助成金、それ

らの利用状況といいますか、どのようになってい

るかというのは、現時点で、私どもは把握してご

ざいません。申しわけございません。 

○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） それでは、その辺のところ

をよく理解していただき、そういった政策も積極

的に進めてもらいたいと思います。 

  それでは、⑶についての質問に入らさせていた

だきます。 

  ここで、市民の不安の払拭についてであります

が、一例を挙げてちょっと質問させていただきま

す。本市のホットスポットの対応についてなんで

すが、例えばハロープラザのようにいつも放射線

量の高いところがあります。そういったところは

素早く対応してもらわないと、結局、風評被害が、

先ほども言った実害になってしまうのではないか

と思いますが、こういった部分の市民の不安を払

拭するに至っての対応について、ハロープラザの

例をとりましたが、放射線の高いところの対応を

お伺いいたします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  産業観光部長。 

○産業観光部長（生井龍夫君） 除染の関係という

ことで、ハロープラザというふうに、今、限定で

お尋ねをいただいたので、私のほうでお答えを申

し上げたいと思いますが、先ほど、答弁いたしま

したけれども、マスコミの報道等で、そういう観

光施設、道の駅関係の報道等が、センセーショナ

ルになされたということもございまして、その対

策をということで、まず、生活環境部のほうから

測定器を借りまして測定をしてございます。 

  それらについても、いわゆるミニホットスポッ

トと言われる、きのうも話が出ておりましたけれ

ども、水たまりとか、草むら、あるいは植木のと

ころとか、それから側溝、ベンチ、広場、各所で

はかりまして、何回かはかれば、高いところはい

つも高いということで把握ができますので、そん

なようなことで対応をしてございました。 

  それについて、スポット的に対策をしようとい

うことで考えていたところに、今回、全市を挙げ

てということで、対策本部もできましたので、今

まで、私どもではかったりやってきたことを本部

のほうに上げまして、全体的な取り組みとしてや

ろうということでございます。 

  今までやった中では、やはり方法論をちゃんと

確立してやらないと、逆に汚染がほかの地域にま

で、ほかといいますか、周りにまで広がってしま

うとか、いろいろなことが想定されますので、そ

の辺については、その場所場所といいますか、下

地に合わせた除染の方法ということで、対策をし
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ていかなければならないかなというふうに考えて

いるところでございます。 

○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） ぜひ、対策本部にそういっ

た高いところの除染を一日も早くお願いしたいと

思います。 

  それともう一つ、本市の市民の不安を払拭する

意味でのマスコミへの対応についてなんですが、

新聞等を見ると、どうしても後手後手の対応のよ

うに書かれている、そういった実情、このマスコ

ミに対しての対応をもう少し上手に、那須塩原市

としてはやっていないわけではないと思いますが、

マスコミの対応をもう少しうまくしていただけれ

ば、紙面の発表等でも市民の不安の払拭に役立て

るような気はするんですが、その辺のマスコミの

対応について、お伺いをいたします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（室井忠雄君） マスコミ等への情報の

提供でございますが、現在は、秘書課のほうで一

元化した形で、通常は、市長記者会見というのが

毎月開かれているところでございますが、今般の

災害及びその後の原発事故等の情報等については、

随時流しているという状況にございます。 

  以上でございます。 

○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） ぜひ、市民の不安の払拭に

そういったマスコミの対応も上手に対応していた

だき、一日も早い、元気になるようなことを考え

てもらえればと思います。 

  ３番の質問は終了いたします。 

  それでは、最後の、「がんばろう那須塩原！プ

ロジェクト」、本日、一番やりたかった質問に入

らさせていただきます。 

  それでは、まず、企画部長にお伺いいたします。 

  ３月11日発生した東日本大震災に端を発した東

京電力福島第一原子力発電所事故に伴う放射能汚

染被害に対して、那須塩原市独自の放射能対策本

部を設置をいたしました。市民の安心・安全を第

一とした行政運営には厚く敬意を表します。 

  しかし、今回の放射能の影響は、すべての本市

の産業に風評被害を含め、直接的、間接的に被害

を受けております。観光産業の低迷と市民生活や

経済活動に大きな影響も及ぼしていることから、

本市が一刻も早く立ち直り、即効性のある事業に

積極的に取り組む姿勢を示すことにより、市民総

力戦で、那須塩原市に元気を取り戻すとともに、

日本全体に活力を発信し、市民生活の安定化と観

光、経済産業の回復、並びに今回の震災を踏まえ

た防災のまちづくりに向けて、全庁を挙げて取り

組むことを目的とした市長を本部長とする、「が

んばろう那須塩原！プロジェクト」を検討、策定

し、これを推進してみてはどうか、お伺いをいた

します。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（室井忠雄君） 今回の震災及びその後

の原発事故等で、かなりの影響、これは生活面の

みならず、産業面でも出ているというのが今まで

の論議、本議会のみならず、６月議会も含めて、

そういう状況にあるというのは、十分認識してご

ざいます。 

  なお、本部を立ち上げた中では、市民との情報

の共有、また、今、ご提案のあったような方向で

の協議等も当然、協議としては必要だというふう

に思っております。 

  先ほど、産業観光部長のほうから答弁がありま

したとおり、農観商工連携協議会なるものがござ

います。それらを母体にした形でのいわゆる学校

関係、あるいは保育園関係、その他もろもろも入
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れた形でのそういった協議が本部のほうの提案で

できればいいなというふうに思っておりますので、

その中で、実際のそういったプロジェクトが立ち

上がるかどうか等々についても、検討すべきかな

というふうに思っております。 

  いずれにしても、官のみで全部できるわけでは

ございません。例えば、巻狩まつりについて、

「がんばろう巻狩まつり」という、冠することは、

ある意味ではよいかなというふうに思うんですが、

実際に、実態を伴った活動ができなければならな

いというふうに考えておりますので、放射能の測

定、あるいはそれらに対する除染対策も含めて、

今後、スピード感をもって対応していきたいとい

うふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） 今回の震災を踏まえた放射

能対策、防災対策、観光・産業支援対策、雇用対

策、被災者家屋支援対策、畜産農業支援対策、電

力節電対策などの具体的な事業内容に沿って実施

をしてもらいたいと思いますが、こういった試み

は必要だと思いますが、部長、本市の考えをお伺

いいたします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（室井忠雄君） 現在、総合計画後期計

画に向かって計画を策定中でございます。その中

にも、例えば、新しい再生可能エネルギーの取り

組み等々の事業等の提案というか、事業の調整個

票が出ておりますので、それのみではありません

が、これらに関した事業等を、先ほど市長のほう

の答弁にありましたとおり、長期的になるという

ことが当然予想されますので、総合的に実施する

ために、総合計画のほうにも、そういった関連事

業等を積極的に盛り込んでいくという方向で現在

検討中でございますので、これ等については、素

案等ができましたら、議員の皆様にもお示しして

いきたいというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） 実は、私どもの会派で８月

に宮崎県宮崎市、口蹄疫と鳥インフルエンザから

立ち直ったまちを視察研修してきました。そこで

は、「がんばろう宮崎プロジェクト」というもの

を立ち上げ、観光業、農業、そういった今までの

さまざまな事業にいろいろな支援をし、復活した

話を聞いてきました。本市では、ただいま放射能

汚染にとって非常に厳しい状況にはありますが、

ぜひ那須塩原市としても企画でそういった元気に

なるような政策、そして、市民が誇りを取り戻す

ような、那須塩原市のシティプライドを持てるよ

うな、今現状としては、この地域は非常に放射能

に汚染され、非常に産業経済も厳しい状況になっ

ていますが、ぜひ、行政のほうから積極的にそう

いった働きをしてもらいたいと思います。 

  全国、近隣市町村でそういったプロジェクトの

内容を、部長は研究されているとは思いますが、

そのような状況、もしくはそういった情報をどの

ような形で把握し、これからそういったものを研

究していき、那須塩原市にぜひ活用してみてはど

うかと思いますが、そういった考えはあるのか、

もう一度、お伺いをいたします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  企画部長。 

○企画部長（室井忠雄君） この種の情報について

は、議員もご案内のとおり、インターネット等で

十分とれます。そういう形で、対策本部としても

情報を入れているところでございますが、ただ、

その情報を入れただけでは、やはりだめなわけで、

それをそしゃくしていかなければならない。当然
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ながら市民に対する働きかけのみならず、庁内で

の調整というのも十分にやっていかなければなら

ないというふうに思っておりますので、それらイ

ンターネット等々で得た情報等を今後、確保して

取り入れられるものは取り入れていきたいという

ふうに思っています。 

  以上でございます。 

○議長（君島一郎君） １番、櫻田貴久君。 

○１番（櫻田貴久君） 何回も申しますが、例えば、

花火大会のイベント等の中止だったり、そういっ

た諸事情、いろいろなイベント等が中止になった

り、この地域がどうしても元気がなくなっている

ような気がします。ぜひ、そういった企画を、議

員は執行権はありませんが、政策立案をして、私

ども会派で見てきた、がんばろう宮崎プロジェク

トのような、がんばろう那須塩原！プロジェクト、

農観商工すべての多岐にわたり、部局を横断して

一日も早く研究してもらい、そして、策定、そし

て実行に移してもらえるような、そういった企画

は、今、企画部長のほうでは積極的に取り組むよ

うな答弁にはなっていないんではありますが、そ

の辺を積極的に取り組んでもらいたいと思います。 

  本当にここの地域は厳しいです。そして、今回

の放射能問題は、本市の畜産やその関連産業、さ

らに観光や商工業など、本市のあらゆる分野に甚

大な影響を及ぼしています。まだまだ原子力発電

所の事故の収束には長期化が見込まれますが、一

日も早く放射能対策本部の解散を待ち望み、この

ような状況を克服するために、本市の産業を早期

に回復させるとともに、市民の不安を払拭し、元

気を回復することが最も重要だと考えます。 

  「がんばろう那須塩原！プロジェクト」の設置

を要望し、また、市長の観光業復興の決意に期待

をし、官民が一体となった本市の経済復興と市民

の元気、誇りの回復をぜひ図ってもらいたいと思

います。 

  市民一人一人の理解や協力、参加による市民総

力戦での本市の復興に取り組んでいってもらいた

いと思います。 

  長い質問にはなりましたが、那須塩原市の今ま

で、３月11日以前の元気な姿と、それとこのがん

ばろう那須塩原！プロジェクトが本市の生きる道、

将来の子どもたちにとって、「がんばろうニッポ

ン」、「がんばろう那須塩原市」のキャッチフレ

ーズとともにこの地が復活することを一日も早く

願い、私の市政一般質問を終わらせていただきま

す。 

  ありがとうございました。 

○議長（君島一郎君） 以上で、１番、櫻田貴久君

の市政一般質問は終了いたしました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◇ 大 野 恭 男 君 

○議長（君島一郎君） 次に、４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 皆様、こんにちは。 

  本日、４番目の質問者となります。最後の質問

者なので、皆様お疲れかと思うんですが、もう

少々おつき合いのほどよろしくお願いいたします。 

  議席番号４番、大野恭男、通告書に従いまして

市政一般質問を行います。 

  １、高齢者福祉事業について。 

  高齢者福祉の充実は、市の重要な施策と思われ

ます。今年度で第４期那須塩原市高齢者福祉計画

が終了し、来年度から第５期那須塩原市高齢者計

画が進められていくことと思われることから、以

下の点についてお伺いいたします。 

  ①第４期那須塩原市高齢者福祉計画における福

祉施設整備の進捗状況及び第５期計画での福祉施

設整備計画をお伺いします。 



－140－ 

  ②独居高齢者及び高齢者世帯数と高齢者の安否

確認における現状と課題について。 

  また、高齢者救急医療情報キットの配付状況等

についてお伺いします。 

  ③在宅介護の現状と課題についてお伺いします。 

  ④高齢者虐待に対する現状と課題についてお伺

いします。 

  ⑤東日本大震災発生後、避難してきている高齢

者（親類の家などに避難している方）は、何名、

何世帯いるか。また、その方たちへの支援はどの

ように行っているのか、お伺いします。 

  ⑥災害弱者の避難支援強化への取り組みについ

ての現状と課題について、お伺いいたします。 

  以上、１回目の質問とさせていただきます。 

○議長（君島一郎君） ４番、大野恭男君の質問に

対し、答弁を求めます。 

  市長。 

○市長（栗川 仁君） ４番、大野恭男議員の市政

一般質問にお答えをいたします。 

  １の高齢者福祉事業について、６点についてお

答えをいたします。 

  ①の第４期那須塩原市高齢者福祉計画における

施設整備の進捗状況についてでありますが、認知

症対応型共同生活介護事業所は、計画４カ所に対

しまして、５期計画の前倒しを含め、５カ所、小

規模多機能型居宅介護事業所は、計画５カ所に対

し６カ所、地域密着型介護老人福祉施設入所者生

活介護事業所は、計画２カ所に対し３カ所の整備

を進めておるところであります。 

  また、計画に整備目標値を計上いたしておりま

せんが、認知症対応型通所介護事業所３カ所の整

備を進めております。このうち、小規模多機能型

居宅介護事業所２カ所、認知症対応型共同生活介

護事業所１カ所は既に開所いたしております。 

  第５期計画につきましては、現在、被保険者、

介護保険施設事業所、学識経験者から構成される

介護保険運営協議会に諮問しており、この答申を

受けて、今年度中に整備計画を決定する予定です。 

  次に、②の独居高齢者及び高齢者世帯数と高齢

者の安否確認における現状と課題についてお答え

をいたします。 

  世帯数は本年４月１日現在、独居高齢者世帯

3,713世帯、高齢者世帯3,094世帯となっておりま

す。高齢者の安否確認につきましては、地域包括

支援センターの訪問、安否確認事業、緊急通報シ

ステム事業、配食サービス事業のほか、民生委員

等の協力を得て、安否を確認しています。 

  今後の課題といたしましては、地域で行政と関

係機関等が連携、協力を密にして取り組む見守り

支え合い体制づくりが重要であると考えておりま

す。 

  次に、高齢者救急医療情報キットの配付状況等

でありますが、高齢者世帯の方を対象に、９月１

日から本庁、支所、出張所の窓口で配付を始めた

ところです。 

  今後、できるだけ多くの方に利用していただけ

るよう、さらに周知に努めていきたいと考えてお

ります。 

  次に、③の在宅介護の現状と課題について、お

答えをいたします。 

  平成23年３月末の介護認定者数は、3,474人、

うち、地域密着型サービスを除いた居宅介護サー

ビス利用者は2,162人でした。在宅介護につきま

しては、訪問介護や通所介護等の介護保険サービ

スや市独自の高齢者福祉サービスの提供のほか、

地域包括支援センターの総合相談等による支援を

しているところであります。 

  しかし、各種サービスを利用しても在宅介護が

困難な世帯があることから、新たな支援が求めら

れております。 
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  そこで、行政が関係機関、団体と連携し、医療、

介護、予防、住まい、生活支援サービスが切れ目

なく提供できる地域包括ケアの実現に向けた取り

組みが重要な課題と考えております。 

  次に④の高齢者虐待に対する現状と課題につい

て、お答えをいたします。 

  高齢者虐待につきましては、関係機関と連携を

図りながら対応をしておるところでありますが、

平成22年度に受理した相談件数は18件で、そのう

ち虐待と判断されるものは12件ありました。 

  高齢者虐待対応の課題は、どのようにして早期

に発見するかでありますので、地域包括支援セン

ターや介護支援専門員、ホームヘルパー等と連携

を密にして早期発見に努めるとともに、介護者を

含めた家族全体の支援のさらなる充実を図ってい

きたいと考えております。 

  次に、⑤の東日本大震災発生後の避難しておる

高齢者世帯への支援についてお答えをいたします。 

  栃木県在宅避難者登録制度により、申し出のあ

った登録者のうち、高齢者数は８月31日現在で59

人、うち独居世帯が４世帯、高齢者世帯が10世帯

で24人となっております。 

  避難しておる高齢者への支援策といたしまして

は、外出支援タクシー基本料金助成サービスや配

食サービスなど、市独自の高齢者福祉サービスを

市民同様に提供しておるところであります。 

  最後に⑥の災害弱者の避難支援強化への取り組

みについての現状と課題についてお答えをいたし

ます。 

  災害時要援護者支援マニュアルに基づき、災害

時要援護者台帳の登録制度を推進するために、本

年６月から７月にかけて、全地域の自治会長を対

象に説明会を開催したところであります。 

  災害発生時にこの制度が効果的に活用できるよ

う、さらに制度の普及、定着を図っていくことが

課題と考えています。 

  以上、お答えとさせていただきます。 

○議長（君島一郎君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 丁寧なご答弁ありがとうご

ざいました。 

  それでは、１番から順次再質問させていただき

ます。 

  ４期計画での整備進捗状況ということで、認知

症対応共同生活介護、グループホームが４カ所予

定のところが５カ所整備したと。小規模多機能型

居宅介護事業所が５カ所予定のところ６カ所と。

地域密着型の老人福祉施設が２カ所予定のところ

が３カ所ということで了解いたしました。順調に

計画が進められているというふうに理解しており

ます。 

  ５期計画において、ご答弁の中にもあったんで

すけれども、介護保険運営協議会に諮問して５期

計画の整備を決定するということになっているよ

うなんですが、この運協は、15名ぐらいの委員で

構成されているかと思うんですけれども、今年度

は、協議会が何回くらい開催されたか。また、施

設整備計画などについての意見とか、市民アンケ

ートなどを通じた要望等とか、もし、何かござい

ましたら、お知らせいただきたいと思います。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（長山治美君） 介護保険運営協議

会の開催状況ということでお尋ねいただきました

が、今年度につきましては、５月と７月に、今ま

でに２回開催してございます。その中で５月につ

いては、委員さんの改選等もございましたので、

ガイダンスというような中身、７月につきまして

は、４期計画の今までの進捗状況等の報告、説明

ということがございました。５期計画に向けての

審議ということにつきましては、現在、地域のニ
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ーズ調査を取りまとめている段階にございます。

こちらがまとまりましたならば、できるだけ早い

機会にお集まりいただいて、その旨、ご報告した

中で、それぞれのご意見を賜りながら、計画のほ

うを練り上げていきたいというふうに考えており

ます。 

  今後の予定としましては、この後、五、六回、

お集まりいただくような形になるかと思います。

あわせて、国のほうの介護報酬の決定等の時期と

あわせまして、２月ぐらいまでには新たな計画を

策定し、３月の議会にご提案できればというふう

な予定で現在進めております。 

  以上です。 

○議長（君島一郎君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） ご答弁ありがとうございま

した。 

  ニーズ調査を早急にまとめていただきまして、

３月議会にはきちんと上げていただくということ

で、対応のほう、ひとつよろしくお願いいたしま

す。 

  ４期計画の中に、認知症高齢者の増加が予想さ

れることから、地域密着型サービスである認知症

対応型共同生活介護及び小規模多機能型居宅介護

の整備に重点を置くということでうたってあって、

本当にこの点については順調に整備が進められて

いて、非常に安心しております。 

  小規模多機能型について、ちょっとお伺いした

いんですが、当時、生活圏域ごとに設置予定とい

う形で計画されていたかとは思うんですけれども、

現在、幾つか小規模多機能型ができているかと思

うんですけれども、その生活圏域から考えたバラ

ンスというんですか、バランスはどのようになっ

ているか、もしわかればお願いします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（長山治美君） 小規模多機能型の

圏域ごとの配置状況ということでございますけれ

ども、今回、整備した中で申し上げますと、小規

模多機能型居宅介護事業所が高林地区と、それか

ら塩原地区に各１カ所ずつ、これが今年度、オー

プンしてございます。今現在、整備中ということ

で、認知症対応型共同生活介護と小規模多機能型

居宅介護の複合型の施設になりますけれども、こ

ちらについては、稲村地区に１カ所、それから西

那須野東部地区に２カ所、西那須野西部地区に１

カ所というようなことで、大体地域ごとのバラン

スをとったような中で配置できているというふう

に考えてございます。 

  以上です。 

○議長（君島一郎君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） ご答弁ありがとうございま

した。 

  非常にバランスを考えたときにも、いい感じで

整備されているということがよくわかりました。 

  今後、もし予定されることがございましたら、

生活圏域で整備されていない地区をぜひお願いし

たいと思います。 

  ケアハウスというのがありまして、これ、特定

施設、入居者生活介護という指定を受けているわ

けですけれども、現在、那須塩原市には60床、こ

れは栃木県で一番最初に特定施設の認可を受けた

ところがあるんですけれども、今後、４期計画の

中に、軽費老人ホームＡ型の50床がケアハウスに

転換する計画があるというふうにうたってあった

んですが、そちらの計画はどのようになっている

か、お伺いいたします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（長山治美君） ４期計画の中で、

軽費老人ホームが特定施設のほうに予定があると



－143－ 

いうような記載がございました。その後において

いろいろと経過があったというふうに思うんです

けれども、現在においては、具体的に移行の計画

というのはこちらでは聞いてございません。 

  以上です。 

○議長（君島一郎君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 了解いたしました。 

  ケアハウスというのは、一つ、入居者さん、入

っている方の介護度の状況なんかをちょっと調べ

てみまして、ご紹介させていただきますけれども、

60床あって、ケアハウスの入居条件というのは、

60歳以上の方だったら入れるというタイプなんで

すね。例えば夫婦で入る場合は、片方の方が60歳、

だんなさんが60歳、奥さんが55歳でも入れるとい

うシステムになっているかと思うんですけれども、

今現在、60人中、自立の方が12名入っていて、要

支援の方が12名、要支援１が12名、要支援２が９

名、要介護１が15名、介護の２が６名、介護の３

が４名、介護の４が２名と、幅広く自立の方と要

介護の方が入っているタイプなんですが、待機者

が165名ということで、非常に人気のあるといい

ますか、結局、自立で入って、行く行く要介護状

態になったときにも、そこで生活していけるとい

う安心感があるタイプなんですね。 

  でこういった利用者の方がやがて要介護状態に

なっても安心して同じ場所で暮らせるという安心

感、そういったのがすごく大切だと思っているん

ですね。これで４期計画の中では、予定はないと

うたってあるんですが、ぜひ５期計画の中で、地

域密着型の29人以下ですか、那須塩原市民の方が

入れるという施設を計画してみてはいかがかと思

うんですが、その点について見解をお伺いします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（長山治美君） ケアハウスという

ことでご質問いただいたいんですが、高齢者の住

まい方ということについて、今後、これからます

ます重要になってくるんだと思います。 

  実際、介護が必要になってしまってからどうい

うふうにするか、介護を受けるか、施設に入るか

という前に、議員おっしゃられましたように、60

歳ぐらい、まだ自立しているうちから安定した老

後の住まいを求めるというようなニーズは、多分、

これからどんどんふえてくるのではないかという

ふうに考えてございます。 

  したがいまして、これからの、先ほど申し上げ

ました協議会のほうで、ニーズ調査等も踏まえな

がら、５期計画に盛り込んでいくべきかどうか、

その辺を踏まえて検討課題とさせていただきたい

と思います。 

  以上でございます。 

○議長（君島一郎君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） ご丁寧な答弁、ありがとう

ございました。理解しました。 

  施設整備計画については、順調に進められてい

っていて、平成24年度に介護方針の改定があって、

那須塩原市の介護保険の基準額が決まってくるか

と思うんですけれども、現在の、難しいかもしれ

ないですけれども、予想だと、月額大体どのくら

いになるというふうに試算しているか、お伺いし

ます。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（長山治美君） 介護の保険料がど

のくらいになるかというお尋ねなんですけれども、

そのことも含めまして、今後の協議会の中で審議

していくということで、ここで幾らということは

申し上げられないということでご了解いただきた

いのですが、介護の需要がどんどんふえていると

いうこと、高齢者もふえておりますし、需要もふ
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えている、それに需要に見合う施設の整備等も進

めているということであれば、傾向として下がる

ということは、恐らく考えにくいのではないかな

という認識でいる段階でございます。 

  以上です。 

○議長（君島一郎君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 了解しました。 

  いずれにしましても払う側からすると、少しで

も安いほうが助かるというのはありますので、き

ちんと試算していただいて、施設整備がたくさん

あって、金額が上がってしまうというのは、重々

わかるのですが、きちんと試算していただいて、

できるだけ安い金額でおさめていただければと思

います。 

  それでは、２番について再質問させていただき

ます。 

  ４月１日現在で、独居の高齢者の方が約3,700

世帯くらいあって、高齢者世帯が3,094ですか、

ということで、了解しました。 

  独居の高齢者の方、あとは独居の高齢者世帯の

方で、今一番困っているということが、買い物に

ついて、結構、困っているんだよなというお話を

聞くんですね。地域の方とか、いろいろな関係機

関の方に協力していただかないと、なかなか難し

いとは思うんですけれども、買い物支援というこ

とについて、ぜひとも５期計画の中に盛り込んで

いただいて、いろいろないい方法がないかどうか、

検討していただけないかと思うんですが、その点

はいかがでしょうか。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（長山治美君） 買い物支援という

ことでございますけれども、確かにいろいろなと

ころで、そのようなお話は伺っております。 

  那須塩原市においても、やはり高齢になって、

運転免許証を返される方とか、お困りの方は恐ら

くいるであろうと。そこら辺のところにつきまし

ても、今回、現在取りまとめ中のニーズ調査の中

で出てくるのではないかというふうに考えており

ます。 

  その辺も含めて、在宅でどれだけ安心して高齢

者が暮らしていけるかというような内容の計画に

進めていきたいというふうに考えておりますので、

もしそのようなニーズがあれば、そのような検討

も協議会の中で審議していただくというような形

になると考えます。 

  以上です。 

○議長（君島一郎君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） ぜひとも買い物支援につい

て、ご計画の中で盛り込んでいただきたいと思っ

ております。 

  高齢者の安否確認ということなんですけれども、

地域包括支援センターの職員が訪問すると。あと

は民生委員さん等の協力と、あとは那須塩原市独

自のサービスによって安否確認を行っているとい

うのは、わかりました。 

  課題として上がってきているところで、行政と

関係機関で連絡を密にしてというふうに言われた

かと思うんですけれども、具体的にどういうふう

にして、非常に難しいとは思うんですけれども、

どういうふうにして、タックを組んでといいます

か、やっていったらいいか、理想の形になるとい

うふうに思われるか、お伺いします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（長山治美君） 地域における見守

り支え合いの体制ということで、先ほど、市長の

ほうからご答弁申し上げたんですが、今現在、行

政を中心として、見守り事業、さまざまに展開は

しているわけなんですが、これから高齢者もふえ
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てくる、家族構成の動向からいって独居の方がふ

えてくるというような中で、行政、それから民生

委員だけでは、多分、カバーし切れないというよ

うなことで、地域の自治会なり、地区社協とか、

いろいろ地域を基盤とした団体があるかと思いま

す。そのような皆さんの協力がないと、どうして

も立ち行かないんです。 

  プラス、現在、郵便局、郵便の配達の方と契約

してやっているというのがありますけれども、民

間の力というようなものも、この際、結集してい

かなければいけない。地域にあるすべての力をど

ういう形で一つにまとめ上げていくか。今後、手

探り状態というようなこともあるでしょうし、ま

た、先進的にそのような取り組んでいる市町村も

聞き及んでおりますので、そのようなのも参考に

しながら、これから構築していきたいというふう

に考えてございます。 

  以上です。 

○議長（君島一郎君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） ご答弁ありがとうございま

す。 

  今、言われたように、地域の力、英知を結集し

て、何とかお年寄りの方を支えていかなければい

けないというふうに、本当に思います。 

  見守りの中には、個人的なレベルで可能な見守

りというのがあって、あとは、今、民生委員さん

とか社協とか、包括とか、そういった関係の地域

の関係機関による見守りというのと、あとは、郵

便局とタイアップしてというふうにありましたけ

れども、民間サービスとタイアップした見守りと

いう、いずれにしても、やっぱり今後、地域包括

支援センターを核として見守りネットワークとい

うのをつくっていかなくてはいけないのではない

かなと思うのですが、その点はいかがでしょうか。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（長山治美君） ただいま申し上げ

ました地域の中のネットワークというようなこと

で、一番、核になるのが地域包括支援センターで

はないかという議員のご提案なんですけれども、

まさしくそのとおりであるというふうに考えてお

ります。 

  今後、地域包括支援センターの充実ということ

について、どこまでやれるか、できれば計画の中

に織り込んでいけるような形で協議を進めていけ

ればというふうに考えてございます。 

  以上です。 

○議長（君島一郎君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 了解しました。ありがとう

ございます。 

  それでは、今度、高齢者救急医療情報キットに

ついて再質問させていただきます。 

  ９月１日から配付開始ということで了解しまし

た。できるだけ多くの方に利用していただくとい

うのが一つのポイントになってくるかと思うんで

すけれども、例えば、自分で市役所に来ることが

できない方とかについては、どういった対応をし

ていくのかということをお伺いします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（長山治美君） ９月１日から配付

が始まったわけですが、実際、窓口にご自身で来

られない方ということでお尋ねいただきました。

そういったような場合には、地元の民生委員さん

であっても、包括の方であっても、あるいはどな

たであっても、お近く、たまたまお越しいただい

たご親戚の方でも代理で申請していただくことが

できますので、ぜひ、多くの方に備えていただき

たいというふうに思っています。 

○議長（君島一郎君） ４番、大野恭男君。 
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○４番（大野恭男君） 答弁ありがとうございます。 

  代理申請でも大丈夫だということで理解しまし

た。 

  ９月１日から配付開始になっていて、実は配付

状況とか、若干ちょっとお伺いすることができた

点があったので、その中でちょっとご紹介させて

もらいたいんですけれども、日中のみ１人になっ

てしまうという方が、私はもらえないのかという

ようなご意見があったんですね。あともう１点は、

例えば高齢者世帯、高齢者の方、夫婦でいて、障

害者の方と一緒に住んでいる方がいらっしゃって、

私らはもらえないのかという話もありました。あ

とは、本当対象外の方で、販売してほしいという

方もいらっしゃいました。 

  非常にこの制度、すばらしい制度だと思います

ので、できれば、臨機応変に対応していただけれ

ばありがたいと思います。 

  キットの中なんですけれども、薬剤情報などを

記入するといいますか入れるようになっているか

と思うんですけれども、薬が変わったとか、そう

いうときにきちんと管理しておかないといけない

かと思うんですけれども、そういった点で、例え

ば薬局の方とかにもご協力を得て、そういった今、

情報キットを配っていますよというような情報を

流しておくとか、そういったのも必要ではないか

と思います。 

  あと、要介護者の方で、独居の方もいるんです

ね。地域包括ですと、要支援者とか自立の方中心

に回っているんですけれども、提案なんですけれ

ども、居宅介護支援事業所は市内で30カ所あるん

で、そこにも情報を、一応こういったものをやっ

ていますよという情報だけは、流しておいたほう

がいいんじゃないかというふうに思うんですが、

その点について、いかがでしょうか。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（長山治美君） キットの配付対象

について、独居高齢世帯以外の方についてという

ことで、例えば日中、ひとり暮らしの方、あるい

は障害者と同居の高齢者の方ということでお尋ね

いただきました。 

  日中独居については、現在のところ、対象とい

うふうにはなっていないんですけれども、今後の

需要の動向を見て、これからの検討課題とさせて

いただきたいと思います。 

  それから、障害者等との同居については、障害

者の方のどんな方かというようなこともあります

ので、そのときにはご相談いただいて、もし、対

応できるのであればというようには考えてござい

ます。 

  それから、ご提案としていただきました薬局と

か居宅介護事業所等への情報提供というようなこ

と、ご提案いただいたわけなんですけれども、こ

れから、どんどんＰＲしていかなければいけない、

どんどんみんなに備えていかなければいけないと

いうような中で、大変、ありがたい情報だという

ふうに考えてございます。とにかくいろいろな方

にこういう制度をやっているんだというのを知っ

ていただいた上で、配付の促し並びに配付した後

の、要するに中身のメンテナンスといいますか、

そういうようなものについても、地域の中で見守

りながら、面倒を見てやっていただけるようなそ

んなような制度に育っていっていただけたらとい

うふうなことでやっていきたいと思いますので、

非常に今回のご提案を参考にさせていただきたい

と思います。 

  以上でございます。 

○議長（君島一郎君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 非常にすばらしい企画だと

思いますので、ひとつ今後もよろしくお願いいた
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します。 

  ２番は終わりまして、次、３番の件について再

質問させていただきます。 

  在宅介護の現状と課題ということで、要介護認

定者数が3,474と、居宅介護サービス利用者が

2,162名ということで、了解しました。 

  今、在宅において、施設も一緒なんですけれど

も、一生といいますか、同じような感じなんです

けれども、最後は、家庭で一生を終えたいとか、

施設で一生を終えたいという方が非常にふえてい

る状況かと思います。 

  私も実際に近所の方なんかと立ち話をしていて、

その方、男性のひとり暮らしの方なんですけれど

も、在宅での介護、みとりについて、本当に真剣

に考えてくれよなんていうことを言われています。 

  地域包括ケアということで、この中で訪問介護

というのが非常に重要になってくるかと思うんで

すけれども、那須塩原市においては、現在、２カ

所ですか２カ所あって、この２カ所というのは、

これは需要がないのか、この数で間に合っている

のか、それとも足りない状況であるにもかかわら

ず２カ所しかないのか、もし、把握していること

があったらお聞かせください。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（長山治美君） 訪問看護について

なんですけれども、現在、市内で２カ所の医療機

関で実施しているということで、それが需要に対

してどうなんだというご質問なんですが、残念な

がら、私どもとしてこれで足りているのか、足り

ないのだけれどもというようなところについては、

ちょっと把握してございません。申しわけござい

ません。 

○議長（君島一郎君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） この件についてはわかりま

した。時間もちょっとなくなってきていまいます

ので、訪問看護については、了解です。 

  在宅介護の中、現状として、認知症の方が結構

ふえてきてしまっているというのが状況だと思う

んですけれども、市で、認知症サポーター養成講

座というのを開催しているかと思うんですが、前

もちょっと聞いたことがあったんですけれども、

現在、認知症サポーターというのは何名ぐらい養

成されましたか。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（長山治美君） 平成20年度から始

まりまして、本格的に実施したのが21年からなん

ですが、20年、21年、22年度で、現在までで受講

者数が延べで、1,261人に上ってございます。 

  以上です。 

○議長（君島一郎君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） はい、わかりました。

1,261名ということで了解しました。 

  今後、すばらしい取り組みだと思いますので、

ぜひとも、小学生とか中学生にもこういったお話

を聞いていただけるような機会をできれば設けて

いただいて、認知症ということに対して、大人か

ら子どもまで理解をするというような形で、どん

どん進めていっていただければと思います。 

  ３番の項はこれで終了します。 

  ４番について再質問させていただきます。 

  虐待の件なんですが、これはあってならないこ

となんですが、12件、一応確認されたということ

で、この虐待の報告を受けたとは思うんですけれ

ども、具体的にどこからの情報で報告したか、例

えばどこから何件、どこから何件というような形

で、もしわかればお願いします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 
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○保健福祉部長（長山治美君） 虐待の通報なんで

すけれども、ケアマネジャーからが一番多くて６

件、それから、民生委員さんから３件、それから

近隣の方から３件、その他医療機関であったりと

かいろいろですけれども、４件ほどございました。 

  同じケースについて、複数の情報元からの通報

というのもありますので、通報件数をトータルし

ますと、12件よりは多くなっているというような

状況です。 

  以上です。 

○議長（君島一郎君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 了解しました。 

  市では、例えば虐待というふうに判断された場

合、どういった対応をしているかというのをお伺

いさせていただきます。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（長山治美君） 包括支援センター

とか、市など関係する機関、病院でもって、基本

的には介護をしている家族の方とあわせて支援を

していく。その中で利用できる介護、その他のサ

ービス等を提案する中で、また、先ほどご質問の

中にあった講習会ですね、認知症の方とのつき合

い方の講習等を受けていただくとか、そんなよう

なことで、家庭内で高齢者に対する待遇の改善と

いうのを図っていく、支援をするのが基本になっ

てございます。ただし、それでは済まないと、い

よいよこれは本人にとって身の危険があるという

ような場合には、最終的には、家族から引き離し

て施設等へ入所させるというようなことにも至る

場合もございます。 

  以上です。 

○議長（君島一郎君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） ありがとうございます。 

  ただいま部長のほうから施設等に保護するとい

うことがあったんですけれども、実際、虐待もあ

る中には、施設等で、正当な理由がない限りは受

け入れるというふうになっています。 

  ただ、やっぱり今、現状、介護保険施設なんか

でもなかなかベッドがあいていないとかいう状況

があるかと思うんですね。これに関連して災害時

なんかも、例えば今回台風12号ですごく大変な思

いをされている方がたくさんいらっしゃるかと思

うんですけれども、例えばそれが那須塩原市で起

きたときに、災害が起きたと。もしくは虐待で保

護しなければいけないとなったときに、災害の場

合は、避難所での、福祉避難所ですか、という形

でも可能であるかもしれないんですけれども、や

はり重度の方、要介護度が重い方とか、非常に福

祉避難所では難しいかと思うんですね。そういっ

たときに、民間福祉避難所という形で、介護のノ

ウハウとか、設備、生活環境が整っている介護保

険３施設などとある程度協定とかを結んでおいて、

何名か受け入れてもらえるというような形を常に

とっておいたほうが、例えば市の職員の方もすご

く相談を受けたときに助かると思いますし、実際、

宇都宮市なんかは、１施設20人くらいという形で

協定を結んで、去年ですか、やっていますが、こ

の点についてはいかがでしょうか。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（長山治美君） 災害が起きたとき

に介護を必要とされる方の避難場所ということな

んですけれども、要介護者支援マニュアルの中で、

主としてそういったような施設と万が一の際の協

定等を結んでおくことになっております。現在、

まだそこまで作業が進んでおりませんが、早急に

その辺の調整を図っていきたいというふうに考え

ております。 

  その際に虐待等で保護する場合も同じような内
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容で協定が結べるかどうか、その辺のところにつ

きましても今後の検討課題とさせていただきたい

と思います。 

  以上です。 

○議長（君島一郎君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 了解しました。ひとつよろ

しくお願いいたします。 

  ５番について、再質問させていただきます。 

  こちらに避難されてきている方に対して那須塩

原市民同様のサービスを提供しているということ

は、非常に安心をしております。この点について、

了解しました。 

  あと、高齢者の情報、この避難している方の情

報を、例えば地域包括支援センターなどに提供し

ているかどうか、その点をお伺いします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（長山治美君） 登録されている方

についての情報について、地域包括支援センター

に提供しているかということなんですが、そのよ

うな提供はしていないというふうに承知しており

ます。 

  以上です。 

○議長（君島一郎君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） できれば、介護保険サービ

スを使う可能性があるということを考えると、ど

こどこの例えばお宅に、福島県のどこどこから来

ただれのだれべえさんがいらっしゃるという情報

を、個人情報保護法の問題でいろいろあるかもし

れないんですけれども、その辺は、提供しておい

たほうがよろしいのではないかというふうに思い

ます。 

  ５番については、了解しました。 

  ６番なんですけれども、いろいろ避難計画を立

てる、災害時要援護者のマニュアルですか、プラ

ン、個人情報保護法とかいろいろあって非常に大

変かとは思うんですけれども、ぜひとも地域の方

のご理解とご協力を得て、数多くの方を、希望者

になるかと思うんですけれども、登録して、万が

一に備えていただければと思います。 

  高齢者福祉においては、地域包括支援センター

が中心になってくるというふうに思っております。

今後、地域包括支援センターに期待するというよ

うなことがもしあれば、お伺いしたいと思うんで

すが。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  保健福祉部長。 

○保健福祉部長（長山治美君） 地域包括支援セン

ターにつきましては、先ほども申し上げましたよ

うに、今後、充実させていかなければならない地

域における見守り、支え合い体制の中核となって

いただきたい。その中で、地域にあるさまざまな

人的資源と申しますか、人だったり企業だったり

団体だったり、そういうのの中心になってネット

ワークを動かしていっていただけたらなと考えて

ございます。 

○議長（君島一郎君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 了解いたしました。 

  今後、2015年には団塊の世代の方が65歳に達し

ます。その10年後、2025年には高齢者人口がピー

クを迎えると。よって、ますますひとり暮らしの

高齢者や高齢者世帯及び認知症高齢者が増加する

ことが予想されてきます。 

  施設整備には限界があるのは十分承知していま

す。よって、在宅サービスをより一層充実させて

いかなければならないと思います。 

  また、今まで以上に、地域の皆様同士のつなが

りも大切になってくるかと思います。 

  今後、ますます那須塩原市としての高齢者の方

が安心して暮らせることができるまちづくり支援
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というのをお願いして、この１番の質問を終わり

ます。 

  それでは、２番の質問に入ります。 

  ２、スポーツ施設整備について。 

  市民１人１スポーツを推進し、市民一人一人が

生涯にわたり気軽にスポーツ、レクリエーション

に親しめるよう、市民スポーツ活動の充実と競技

力の向上を図るとともに、各種スポーツ施設の充

実に努めていかなければならないと思われること

から、以下の点についてお伺いします。 

  ①東日本大震災後、スポーツ施設にも多くの被

害がありましたが、施設の補修状況をお伺いしま

す。 

  ②補修されていないスポーツ施設の今後の計画

をお伺いします。 

  ③今後のスポーツ施設整備計画についてお伺い

します。 

  以上３点、よろしくお願いします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（平山照夫君） スポーツ施設整備につ

きまして、３点ご質問をいただきましたが、これ

につきましては、先ほど櫻田議員にお答えしたと

おりでございます。 

○議長（君島一郎君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） おおむね了解しました。 

  私は、どちらかというとあっさりしていますの

で。ただ何点か再質問させていただきます。 

  先ほど、櫻田議員に対する答弁でおおむね了解

しているんですけれども、３月11日の東日本大震

災発生以降、約６カ月経過しています。スポーツ

施設において、まだ修復されていない施設が幾つ

かありましたので、この質問をさせていただきま

した。スポーツをしている者にとっては、若干志

気が下がってしまって、あとは、他の施設を重複

して利用しなければいけないということもあって、

市民の方々、かなり不便をかけてしまったのでは

ないかなというふうに思っております。 

  一つ、スポーツ施設の耐震に関しての状況と今

後の予定というのをお伺いできればと思います。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（平山照夫君） 体育施設の耐震化の関

係でございますが、昭和56年６月以前に建築され

た建築物でいいますと、くろいそ運動場の体育館、

それからテニスコートのコートハウス、さらには

三島体育センターの体育館と武道館のこの４つが

以前に建築された建物ということで、それ以降に

建てたものについては、耐震化のあれは満たされ

ているということで、必要はございませんが、そ

の４つの建物についての耐震化をどうするかとい

う話になりますと、以前から出ておりますが、小

中学校の耐震化というものを最優先でやっており

ますので、それの状況を見ながら、体育施設等に

ついても耐震化診断等をやっていきたいというふ

うに考えております。 

○議長（君島一郎君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） ご答弁ありがとうございま

した。十分、理解しました。 

  小学校、中学校、子どものほうの耐震がまず第

一ということで、十分理解をしております。 

  それが済んだ後には、行く行くは体育施設のほ

うのそういった耐震診断、そちらのほうもひとつ

よろしくお願いいたします。 

  あと、先ほど武道館というお話がありましたけ

れども、災害時の避難所に一応、武道館はなって

いるんですけれども、その代替といいますか、も

し何かあったときに、武道館に逃げなくてはいけ

ないというような状況が起こったときに、どこに

誘導するかというのがお考えですか。 
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○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  総務部長。 

○総務部長（三森忠一君） 武道館につきましては、

厚崎公民館地区のエリアということで、ほかにも

この地域では、文化会館あるいは厚崎公民館、厚

崎中学校、埼玉小学校、共英小学校とありますの

で、この中で避難所として最適な場所を選んで避

難させるという形になっております。 

○議長（君島一郎君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 了解いたしました。 

  先ほど櫻田議員の質問の中のご答弁の中で、ス

ポーツ施設を拠点化していく、検討していくとい

うことでご答弁いただいているんですけれども、

本当に要望になってしまいますけれども、例えば

サッカーだったら青木と、西那須野は陸上とソフ

トボールとか、くろいそだったらテニスと野球と

いうふうに、ぜひとも、早急にそういった計画を

お願いしたいと思います。 

  本当に櫻田議員と一緒なんですけれども、野球

場に対する思いが強くて大変しつこくなってしま

って申しわけないんですが、全面改修というのは

非常に難しいと思います。それは十分承知してい

ます。今の現状は、雨が降るとダグアウト、ベン

チですね、２段になっているんですけれども、池

なんですよ、完全に。多分二、三日、もうちょっ

と前かな、できれば、そこの排水だけでも何とか

ならないかなというふうに思うんですが、いかが

でしょうか。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  教育部長。 

○教育部長（平山照夫君） 黒磯運動公園の排水関

係なんですが、黒磯運動公園は、昭和50年から51

年にかけて整備をしたと思っておりますけれども、

そのときに、全体的にあそこの中央通路等に排水

管が入っておりまして、最終的には調整池のほう、

厚崎中学校の前のほうに、そこに流れるようにな

っていると思っております。各施設から排水が行

くようになっているんですが、特に、野球場から

テニスコートの間の通路のところに行くようにな

っているはずなんですが、そこの部分の、例えば

目詰まり等があるのではないかなと思っておりま

すので、その辺につきましては、調査をしていき

たいと思っております。 

○議長（君島一郎君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 部長、ありがとうございま

す。了解しました。ぜひとも、調査のほうよろし

くお願いします。 

  現在、後期計画を策定中かと思いますけれども、

だれもがいつでも、どこでも、いつまでもスポー

ツを楽しめる環境をつくっていただきたいと思い、

この項の質問を終わらせていただきます。 

  それでは、最後の３番の質問に入ります。 

  小学校におけるスポーツ少年団活動について。 

  那須塩原市においてはスポーツ少年団活動が活

発に行われています。しかし、今後、ますます少

子化が進んでいくことを考えると、種目によって

はチームが成り立たない（子どもたちのやりたい

スポーツができない）状況が予測されることから、

以下の点についてお伺いします。 

  ①スポーツ少年団への加入率についてお伺いし

ます。 

  ②以前は、部活動という形で行っていましたが、

なぜスポーツ少年団になったのか、お伺いします。 

  ③スポーツ少年団の利点及び課題はあるか、お

伺いします。 

  以上、３点、よろしくお願いします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  教育長。 

○教育長（井上敏和君） ただいまの３点について、

順次お答えいたします。 
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  ①那須塩原市スポーツ少年団の加入率は、８月

末日現在で、市内小学校児童数6,857名に対しま

して、スポーツ少年団に加入している児童は、

2,297名で、加入率33.5％でございます。 

  ②の次に、なぜ部活動からスポーツ少年団活動

になったのかについてお答えします。 

  平成７年度からの学校週５日制の月２回導入と

いうのを契機といたしまして、その以前からもス

ポーツ少年団はあったのでございますけれども、

家庭や地域で子どもたちが自由な時間を過ごすこ

とが多くなることが予想され、子どものスポーツ

活動においても地域で子どもを見守り、育てると

いう意識が広がったことが移行への大きな要因と

いえます。 

  また、それぞれの競技の指導者に、より専門性

が求められるようになり、教員の専門的な指導者

の不足からスポーツ少年団の活動形態が子どもの

スポーツ活動にふさわしいものとされたのが移行

の背景にあると考えられます。 

  ③につきましては、スポーツ少年団の利点と課

題についてお答えいたします。 

  スポーツ少年団の利点としましえては、各競技

において、より専門的な指導が期待できること、

子どもたちにとって野外活動や社会活動など、幅

広い活動ができること、地域の大人とのかかわり

合いが持てること、地域社会の中での子どもの居

場所づくりになることなどがあります。 

  また、大きな課題としましては、指導者の資質

に差が生じること、勝利至上主義になりやすく、

過大な練習量を強いたり、マナー等の指導があい

まいになること等々の問題があります。 

  以上です。 

○議長（君島一郎君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） ご答弁ありがとうございま

す。 

  再質問に入る前に、言っておきたいことがある

んですけれども、私は決してスポーツ少年団を否

定するというわけではございません。推進してい

きたいというふうに思っています。 

  ①について、再質問させていただきます。 

  市内児童数に対して、加入児童数の割合が

33.5％ということで、結構多くの方がスポーツ少

年団に加入しているということで理解しました。 

  今後なんですけれども、各競技において、児童

数が減少してしまっているということで、例えば

６年生がまだ現役でいるうちはいいんですが、新

人チームになったときに、やっぱりチームによっ

ては、成り立たないというチームが結構出てきて

いるような感じです。 

  入団するに当たって、年齢制限、例えば何年生

とかという形で制限はあるのか、お伺いします。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  教育長。 

○教育長（井上敏和君） スポーツ少年団の団構成

なんですが、小学生10名以上プラス指導者１名と

いうことで団が成立しておりますので、年齢制限

というのは、小学生ということでございます。 

  それから、少子化に伴いまして、現実には那須

塩原市内でも各競技ごとに部員数が足りなくて、

一つの学校団としてスポーツ少年団が成り立たな

いスポーツ少年団活動がありまして、これは近隣

の近間の小学校などと相談しながら、指導者が共

同で団を組んでやるというふうな現状が徐々にふ

えつつあります。 

  以上です。 

○議長（君島一郎君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 了解いたしました。 

  スポーツ少年団ということで、例えば近隣の学

校同士で合同チームをつくるとかというようなこ

とが可能かと思うので、いいことだと思います。 
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  １番については、理解しました。 

  ２番について、再質問させていただきます。 

  週休５日制になって、先生方も平日の学校での

勉強を教えるという、すごく負担がふえていると

いうことで、我々のころは、土曜日、午前中授業

して午後部活やってという形で、日曜日部活やっ

てという形で、当時、先生方もすごく家庭を犠牲

にして指導してくれて、本当大変だったのかなと

いうふうに思います。 

  今、実際先生方でもスポーツ少年団活動に積極

的に参加してくださる先生、たくさんいらっしゃ

います。この先生方に対して手当というのは出て

いるのでしょうか。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  教育長。 

○教育長（井上敏和君） 部活動ということで、学

校の勤務時間の中でスポーツ活動に従事する、ま

たは土曜、日曜に大会等で小体連に加盟した団体

の大会等に引率の場合等、その他、特別にその引

率が認められるというふうな状況におきましては、

指導者手当というふうなのが出る。 

○議長（君島一郎君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 了解いたしました。 

  非常に時間がなくなってしまって、駆け足にな

ってしまったんですけれども、２番については、

了解しました。 

  ３番のスポーツ少年団の課題ということで、指

導者の資質に差が生じるということ、これは、私

もわかるんですけれども、あと、これ以外に実際、

スポーツ少年団ということになって、保護者中心

になって活動しているんですけれども、一応、ほ

とんどの家庭が共稼ぎというような状況で、平日、

なかなか当番に出てこられなくて、そのために子

どもがスポーツできないと。部活でなくて、スポ

ーツ少年団に入れることができないというような

家庭もあるみたいなんです。その点についてはど

のように思われますか。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  教育長。 

○教育長（井上敏和君） その前に、先ほどの手当

の件なんですが、公的な手当の制度と、もう一つ

はスポーツ少年団の中での保護者の話し合いによ

って、そのスポーツ少年団個々にそういう手当も

あるというふうな場面もあります。 

  それから、今の両親が共稼ぎ等でスポーツ少年

団に入れないというふうなのは、これ、ちょっと、

そこまで私どもも言及はできないんですが、これ

は、保護者がどのように自分の子どもに対してス

ポーツ少年団をとらえているかということで、あ

とは、参加の形態は、祖父母を頼むとか、さまざ

まな方策が考えられるのですが、これといった形

の提案はございません。 

○議長（君島一郎君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） 了解いたしました。 

  今、保護者が中心になって、いろいろやってい

るんですけれども、子どもたちにとっては、先生

の言うことはよく聞くんですね、先生、怖いんで

しょうけれども、本当に先生の言うことは絶対な

んですよ。スポーツ少年団に参加していて私が思

うことは、学校の先生と話す機会があると。学校

での子どもの状況がわかるんですね。やっぱりち

ょっとでもいいので、いろいろケース・バイ・ケ

ースであるかと思うんですけれども、今後、教員

の方も忙しいかもしれないんですけれども、いろ

いろな競技において、全体的に言われることだと

思いますけれども、少しでも一緒になってスポー

ツをするという形が必要かと思うんですね。 

  今後、日中、見ていただく方がいないときに、

指導者の登録制度、例えば定年退職された方とか

スポーツを極めてきたとか、教員のＯＢの方とか、
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力をおかりすることはできないのでしょうか。 

○議長（君島一郎君） 答弁を求めます。 

  教育長。 

○教育長（井上敏和君） まず、指導者として、先

ほど３のところで、さまざまな課題を私のほうか

ら申し上げましたけれども、その課題を解決する

ためにということで、学校職員にも指導者として

登録をしていただいて、保護者と、それから地域

と学校がしっかりと連携がとれて、そこで地域ス

ポーツというふうな形がとれるように、今現在、

私の教育委員会主導で各学校にお願いをしている

ところだということをお伝えしておきます。 

  それから、その指導者が、県でもやはり県で登

録制度をとってありまして、指導者を登録するわ

けでございますけれども、全体量というふうなの

が、かなり少ないといういうところから、今、研

修会ないし講習会を何度か開いて、その指導者の

養成を働きかけているところでございますが、そ

れをさらに発展しまして、私ども市のほうでも、

いわゆる人材バンクに相当するような指導者バン

クというふうなものもこれから導入しなくてはい

けないのかなというふうに考えているところでご

ざいます。 

  以上です。 

○議長（君島一郎君） ４番、大野恭男君。 

○４番（大野恭男君） ご答弁ありがとうございま

す。よく理解できました。 

  今後、少子化が進んでいくと思われます。子ど

もたちをどう育てていくか、好きなスポーツを子

どもたちに思う存分やらせて上げたい、その中で、

スポーツを通じてルールやマナーをしっかり学び、

人を思いやる気持ちを育てあげていくことが大切

になってくると思います。こういったことを保護

者も一緒に学べる場がスポーツ少年団活動のよい

ところだと思います。 

  今後、ますますスポーツ少年団活動を盛り上げ

るため、学校と保護者、地域が一体となっていく

ことを強く望み、私の一般質問を終わります。 

  ありがとうございました。 

○議長（君島一郎君） 以上で、４番、大野恭男君

の市政一般質問は終了いたしました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（君島一郎君） 以上で本日の議事日程は全

部終了いたしました。 

  本日はこれをもって散会いたします。 

  ご苦労さまでした。 

 

散会 午後 ４時４２分 

 




